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「山桜会のさらなる進化を」川原会長･･･････････････････1
大手前中高アンケート結果････････････････････････････2
委員会報告･･････････････････････････････････････････2
理事長就任にあたって、学院長就任にあたって･･････････3

ホームページのご案内、賛助金････････････････････････3
「追小教育の新しい出発」川人小学校校長･･･････････････4
ソルトレイクオリンピック体験談、中高（茨木）･････････4
大手前中高、新年会、ゴルフコンペ報告東京山桜会 ･･5・6
同窓会・会員だより ･･･････････････････････････6・7・8

今
年
は
、
例
年
に
な
く
桜
の
開
花

が
早
く
、
し
か
も
開
花
期
間
が
少
し

長
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
お
か

げ
で
た
っ
ぷ
り
と
桜
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
桜

花
よ
り
ほ
か
に
知
る
人
も
な
し

山
に
こ
も
っ
て
修
行
を
続
け
る
行

尊
（
ぎ
ょ
う
そ
ん
）
大
僧
正
が
、
山

桜
に
込
め
た
心
境
が
何
と
な
く
わ
か

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

さ
て
、
山
桜
会
新
執
行
部
が
発
足

し
て
早
や
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

年
初
の
山
桜
会
新
年
会
に
は
、
３
０

０
人
近
く
の
方
々
が
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
皆
さ
ん

に
新
春
の
歌
声
を
大
い
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
き
、
ま
た
、
多
数
の
先
生

方
と
も
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

よ
う
に
、
山
桜
会
活
動
の
活
発
さ
は

見
違
え
る
ば
か
り
で
す
。

山
桜
会
活
動
へ
の
積
極
的
に
参
加

に
よ
っ
て
、「
仲
間
と
楽
し
め
る
」
と

と
も
に
「
母
校
に
も
意
義
の
あ
る
何

か
が
見
い
だ
せ
る
」
・
・
・
。

こ
れ
こ
そ
が
同
窓
会
活
動
に
と
っ

て
大
事
な
基
本
で
あ
り
、
多
く
の
会

員
が
楽
し
み
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の

活
動
が
母
校
追
手
門
学
院
に
貢
献
で

き
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
有
意
義

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
今
年
の
山
桜
会

活
動
は
、
昨
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、

も
っ
と
活
動
会
員
の
す
そ
野
を
広
げ

た
い
。
そ
し
て
、
多
く
の
卒
業
生
が

「
追
手
門
の
卒
業
生
で
良
か
っ
た
」
と

心
底
思
え
る
よ
う
に
、
対
外
的
な
活

動
を
さ
ら
に
大
き
く
展
開
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

《
対
外
活
動
の
強
化
》

昨
年
度
、
山
桜
会
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
新
規
開
設
、
小
学
校
、
大

手
前
中
高
、
茨
木
中
高
の
各
先
生
方

と
の
懇
談
会
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
学
園
祭
で
の
模
擬
店
出
店
、
現
役

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

な
ど
、
対
外
的
な
発
信
活
動
を
活
発

に
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
歴
代
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
築
き
上
げ
て
こ
ら

れ
た
山
桜
会
活
動
に
、
さ
ら
に
一
層

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
目
に
入
る
今
年
の
山
桜
会
活
動

は
、
昨
年
度
の
成
果
を
着
実
な
も
の
と

し
た
う
え
、
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
新

た
な
展
開
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
に
よ
り
も
、
Ｉ
Ｔ
時
代
に

ふ
さ
わ
し
く
、
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
る
こ
と
で

す
。
各
行
事
案
内
、
各
学
年
・
各
期
同

窓
会
の
案
内
な
ど
、
会
員
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
対
す
る
認
知
度
を
高
め
、
そ
の

利
用
度
を
一
気
に
高
め
、
同
窓
会
の
こ

と
な
ら
山
桜
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
れ

ば
す
べ
て
が
わ
か
る
、
と
こ
ろ
ま
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

恩
師
の
先
生
方
の
近
況
も
、
そ
し
て

会
員
相
互
の
ネ
ッ
ト
交
流
を
異
業
種
交

流
の
重
要
な
手
段
と
し
て
機
能
で
き
る

よ
う
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
活
動
会
員
の
す
そ
野
を
全
国

的
に
広
げ
る
意
味
で
、
支
部
活
動
を
重

視
し
ま
す
。
今
年
で
４５
周
年
を
迎
え
る

東
京
山
桜
会
。
山
桜
会
の
東
京
支
部
と

し
て
、
関
東
地
方
の
卒
業
生
を
中
心
と

し
た
大
規
模
支
部
で
す
。
こ
れ
を
模
範

と
し
て
、
さ
ら
に
全
国
区
で
の
支
部
結

成
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
幸
い
、
山
桜

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
全
国
規
模
な
の

で
、
各
地
域
で
の
拠
点
と
な
る
会
員
を

見
つ
け
る
こ
と
は
、
決
し
て
難
し
く
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
先
生
方
、
現
役
生
徒
と
の

接
触
を
よ
り
頻
繁
に
行
い
、
山
桜
会
の

認
知
度
を
高
め
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
母

校
追
手
門
学
院
の
教
育
改
革
を
積
極
的

支
援
し
ま
す
。
学
院
の
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
制
度
（
体
験
学
習
）
に
社
会
人
と
し

て
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

中
高
生
の
職
場
体
験
な
ど
を
通
じ
て
の

後
輩
指
導
は
、
卒
業
生
な
ら
で
は
の
社

会
貢
献
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

い
ま
少
子
化
傾
向
の
中
で
、
学
校

組
織
そ
の
も
の
が
全
国
的
に
サ
バ
イ

バ
ル
の
時
代
に
入
っ
て
い
ま
す
。
母

校
の
伝
統
を
維
持
し
、
さ
ら
に
母
校

が
発
展
す
る
た
め
に
、
卒
業
生
の
立

場
か
ら
社
会
人
・
企
業
人
と
し
て
の

意
見
を
学
校
法
人
に
ぶ
つ
け
、
教
育

改
革
に
向
け
て
の
新
た
な
刺
激
を
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
年
会
費
導
入
の
必
要
性
】

今
期
の
山
桜
会
活
動
は
、
従
前
の
行

動
パ
タ
ー
ン
を
凌
駕
す
る
勢
い
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
会

員
が
活
動
に
参
加
し
て
同
窓
意
識
を
高

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
互
い
の
メ

リ
ッ
ト
を
共
有
し
あ
う
た
め
に
は
、
多

く
の
活
動
資
金
を
必
要
と
し
ま
す
。
少

子
化
傾
向
は
間
違
い
な
く
近
い
将
来
の

山
桜
会
の
財
政
を
圧
迫
し
ま
す
。
こ
の

際
、
私
た
ち
は
、
中
長
期
的
展
望
の
も

と
に
山
桜
会
の
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

従
前
の
終
身
会
費
制
度
を
見
直
し
て
、

こ
れ
を
入
会
金
と
し
、
別
途
、
年
会
費

制
度
を
導
入
す
る
必
要
性
が
現
実
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に
評
議
員
会
、

理
事
会
で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
熱
心
な

議
論
が
な
さ
れ
、「
年
会
費
制
導
入
は

や
む
な
し
。」
と
の
意
見
が
多
数
派
を

占
め
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
１
人
で

も
多
く
の
会
員
が
年
会
費
制
度
の
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
う
え
、
自
主

的
な
会
費
納
入
が
実
践
さ
れ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
く
、
か
え
っ
て
会
員
の
皆
様

に
不
公
平
感
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て

は
、
逆
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
れ
ば
、

私
た
ち
が
支
払
っ
た
と
さ
れ
る
終
身

会
費
は
、
私
た
ち
の
父
兄
の
負
担
の

も
と
に
納
入
さ
れ
た
も
の
で
、
会
員

と
な
っ
て
か
ら
自
分
た
ち
が
支
払
っ

て
き
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
私
た
ち
が
、
山
桜
会
の

年
会
費
を
自
発
的
に
納
入
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
改
め
て
追
手
門
学
院
の

卒
業
生
で
あ
り
、
山
桜
会
の
会
員
で

あ
る
こ
と
の
自
覚
が
促
さ
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ

が
母
校
の
教
育
改
革
の
一
助
と
な
る

な
ら
ば
、
山
桜
会
の
同
窓
会
活
動
の

究
極
の
目
的
と
も
合
致
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
観
点
か
ら
見
て
も
、
年
会
費

制
の
導
入
は
、
む
し
ろ
望
ま
し
く
、

近
く
導
入
す
る
方
向
で
の
検
討
に
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
し
ま
す
。

14 6  2314 6  23

出欠のお返事は同封の返信ハガキにてお早目に 

総　会  午前１１時 ～ 

講演会  午後１１時４５分～ 
宮本 直和先生 
（追手門学院小学校） 
講演テーマ 

「起業家教育序説…」 

懇親会  午後１２時５５分～ 

会 場  リーガロイヤルホテル 山楽の間 

会 費  8,000円（学生無料） 

お問い合わせは山桜会事務局まで 
TEL 06-6940-3481　FAX 06-6940-3482

月 平成 年 日（日） 月 平成 年 

11：00～15：0011：00～15：00
日（日） 
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IT推進委員会 渉外交流委員会
本当に山桜会のホームページが出来るのか？という不安からスタ

ートしたIT推進委員会。我が委員会は、川原会長の特別な思いが
込められて発足致しました。１０ある常設委員会の中で、一番幅広
い年代（３０代から８０代）の委員構成であります。
昨年の１２月１日をグランドオープンと位置付けて、ホームページ

の構成、内容について委員会において、検討に検討を重ねてきまし
た。そんな意見交換の中から、山桜会の会員は全国に住んでいる
のだろうか？という素朴な疑問から始まった会員分布図のページ。ま
た、行方不明になっている方を可能な限り探し出そうと不明者一覧
を設けております。ほかにも、学校ごとでの卒業期がまちまちな為、換
算表が必要じゃないかといった意見。恩師は、今何をされているのだ
ろうか？という思いからの「恩師の今」と言ったように、気になる問題を
出来るだけみなさんに伝えていこうと考えております。皆様に一番身
近に感じて頂けるのは、同窓会の案内もページではないでしょうか。
開催告知を山桜会ページ内で行っております。同窓会を開催され

る際は、是非こちらの方もご利用下さい。
是非、山桜会ホームページにアクセスをお待ちしております。

IT推進委員長　　馬場　耕一郎

平成１３年度、渉外交流委員会は、追手門学院校友会山桜会（以下は山桜
会）と追手門学院小学校、追手門学院中高等学校（茨木）、追手門学院大手
前中高等学校の学校関係者、ＰＴＡ、現役学生との交流の場を設け、山桜会と
追手門学院各学校との理解を深め交流が円滑に進む事を、目標に活動してま
いりました。
昨年度　渉外交流委員会の主な活動としては、
９月２３日　大手前中高等学校文化祭においていか焼きコーナーを出店
１０月２３日
茨木中高等学校ＰＴＡスポーツ大会においていか焼きコーナー出店又、ソフト
ボール大会に参加させて頂きました。
１１月２３、２４日　小学校文化祭にもいか焼きコーナー、山桜会コーナーを出店
各、学校の教職員の皆様のあたたかいご協力を頂き、現役学生との楽しい

触れ合いの場を持つ事が出来、大変有意義な時間を持てたと思っております。
又各学校の教職員の皆様との懇談会も企画し今の各学校の現状について
の意見交換各学校の先生方との交流ができ、是非毎年懇談の機会を設けたい
と思っております。今年度も、各学校、ＰＴＡ、現役学生との交流を積極的に活動
して行きたいと思っております。山桜会活動に興味のある方、是非活動に参加
して下さい。お待ちしてます。

渉外交流委員長　　北村　寿彰

財務委員会
平成13年度当委員会の活動状況及び平成14年度以降の方

針について報告致します。
当年度の活動については、山桜会の財政の運営及び管理を

主目的としておりますので、日常的には各委員会より提出された
活動資金の執行を確認すると共に、事務局において取り扱われ
る経営的費用の監査を中心活動として遂行してまいりました。結
果、事務局の業務の充実が計られたと考えておりますが、今年度
以降より一層の内容を高めていきたいと思っております。
又、将来的な問題点として、少子化による終身会費収入の減

少がせまってきておりますので、当委員会において賛助金・寄付
金収入等以外の収入源の確保を検討しておりますが、いまだ検
討課題の段階の案件ばかりですので、会員皆様方におかれまし
ても、財源の確保となる案件がございましたら是非お力添えいた
だけますようお願い申し上げます。
そのような状況でありますので、平成14年度予算案につきまして
も各委員会の活動予算が制限されます事、お詫び申し上げます。

財務委員長　　石津　良行

http://www.yamazakurakai.com

文化活動委員会 会則委員会会則委員会
昨年度より川原会長の元、新しい組織の中でスタートしました

文化活動委員会ですが、理事、評議員の中から14名もの皆様に
参加して頂きどうも有難うございました。

委員会開催は1回、行事も山崎散策の1回だけでした。大変少
ない活動の中ご協力頂きました委員の皆様には感謝します。参
加して下さった会員の皆様も同様です。

今後はゴルフコンペ、見学会、講演会等、様々な行事を各委
員会と意見を出し合い、長く続けていける企画を行う予定ですの
で、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。

文化活動委員長　　大向　博

「近くて遠かった」やはりと言っても良いだろう集約すればこの一言に尽きるような気がする。昨年１１
月に実施したアンケートを私見ではあるが　ポイントと思われるところをPICK UPしてみよう。
まず｛表１｝を見て頂きたい。この表からは山桜会に対して現役生徒達の認知度と協力意識の有無を見て
取る事が出来る。結果は一目瞭然。「認知度はあるがそれほど協力しようとは思っていない」と言う事である。
私達山桜会会員もこのアンケートをチャンスととらえ今までの活動を反省するとともに○の回答でYESの数
字を少しでも多く積み重ねてもらえることを目標に現役生徒の皆さんと一緒になった活動を発案・そして実
行するように努力していかなければならない。

｛表１｝山桜会に対する質問事項（○囲みの数字は質問番号です）
質問事項：○山桜会が追手門学院卒業生の校友会であるのを知っていますか？

質問事項：○卒業するとあなたも山桜会会員に登録されますが山桜会に入って活動したいと思いますか？

次に｢学校に対しての質問事項｣について考えることにしよう。｛表2｝からは現役生徒達の母校に対する
様々な思いを感じ取ることが出来る。

｛表２｝学校に対する質問事項（○囲みの数字は質問番号です）
質問事項：○全般的に見て現在の追手門学院大手前中高等学校は好きですか？

質問事項：○あなたは追手門学院大手前中高等学校の生徒であることを誇りに思いますか？

質問事項：○あなたは兄弟・親戚・友人などに追手門学院大手前中高等学校への進学を勧めますか？

○・○2つの表の比較をすると共通点が見えてくる。中1・高３で学校に対して肯定的な思いが、そして中2
～高2までの生徒達は学校に対して否定的な思いを抱いている。この現象はいたしかたない部分もあろうかと
思うがそれにしても否定的な意見がもう少し少なくても良いのではと感じる。そこで　もう一歩踏み入れ○
の表を取り込んで考えよう。すると｛表2｝の結果から、私たちは重大な、決して逃げて通ることの出来ない

現実を直視することになる。前述のとおり○・○の結果からは学校に対し中1・高３の生徒達から肯定的な意
見が聞かれるのであるが、○ではそれが全く逆転現象となって生じている。質問内容はさほどかけ離れてい
ないのにこのような現象が生じたのは何故か？そこにはある一定の満足感と現実のＧＡＰに直面する生徒達
の姿を垣間見る事が出来る。つまり中1では希望に満ち溢れ中学生活と言う未知の世界が新鮮に映っている。
高3では中学･高校と様々な思い出が交錯し学校に対し惜別の念が生じていると思われる。いい友達が出来、
「これから頑張ろう・色々あったが楽しかった」スタートとゴール地点は両極端であるが、友達関係を中心と
した良い思いが、共通しているのではないだろうか。しかし自分達の肉親には「追手門を勧めない」それは
勉学特に受験が大きなウエートを占めているように感じてならない。いざ受験の事を考えると他人事では済
まされない。もっと勉学に力を入れ有名大学などの進学率が良い学校を考えてしまうのであろう。先生が思
っている以上に生徒は学力の向上を、受験のことを真剣に捕らえているように感じた。しかし、いかんせん
気づく時期が遅いのは否定できない。先生は生徒達に少しでも早くそれを気づかせる義務がある。そして
私たち卒業生もそのフォローを積極的にしていかなければならない。｛表2｝からは何回も繰り返すことにな
るが、ある一定の満足感と現実のＧＡＰを私たちは如実に受け止めることになる。
最後にもう一つ、先生の生徒達に対する接し方について　生徒達の考えをまとめよう。

｛表３｝からは　生徒達が自然に何の企てもなく答えたと思われるＹＥＳ・ＮＯの単純な返答から非常に興味
深い結論を導き出すことが出来た。

｛表３｝学校に対する質問事項（○囲みの数字は質問番号です）
質問事項：○先生はあなたの相談に親身になってくれますか？

質問事項：○先生の生徒に対する接し方は公平だと思いますか？

「親身になってくれるけど　不公平」これが生徒達の考えである。どういうことなのか？最初は疑問に思
ったが　フリースペース（アンケートの最後に作っていた自由な意見を書く欄）を読んでいるとその謎はと
けた。つまり熱心な先生と熱心でない先生の差が非常に激しいと言うことである。フリースペースには「校
則をだんだんキツクするのは良いが徹底しない。」「ある生徒には強くあたり、ある生徒にはあたらない」と
言った不公平感がその欄をにぎわせている。また反発も多い。ここまでフリースペースがこの案件に使われ
ているのには私たちも驚いたぐらいだ。私たち卒業生が各先生の事について意見を述べることは筋としてお
かしい事は百も承知している。がしかし目をつぶって通過もできない深刻な問題であることは間違いない。
校長先生・教頭先生にこのようなことを報告し学校として良い方向に進んでいって頂くようフォローするこ
とが私たちの役目である。

以上　私見でアンケートの分析をさせて頂いた。きっともう少し奥深いところに真相はあるだろうと思う。
しかしながら、今回のアンケートを通じて現役生徒達に「少しだけ近づけた気がする」のは私達の勝手な思
い込みかも知れないがそれなりに進歩したと受け止めていきたい。この先どういう形で現役生徒達の意見を
汲み上げていくか、その道が遥か彼方ではあるが見えているのは事実である。今まで卒業生は公の場＝山桜
会として現役生徒達の考えを吸収できていなかったことを真摯に受け止め、次なる手を早急に打てるよう約
束し又努力を惜しんではならない。

最後にアンケートにご協力頂きました先生方、そして何より追手門学院大手前中高等学校の現役生徒の皆
様に心より厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。

教育支援委員長　能登知己

山桜会は会則以外は関連規定がほとんど明文化されていな
かったため、会則委員会では、昨年度は内部規約である「慶弔
規約」「理事会規程」を作成し、理事会の承認を得て発効いた
しました。

只今は、近々導入予定の山桜会の年会費制に伴う会則変
更および関連規定新設を協議しています。また、本会の中間法
人化の協議も特別委員会の下で進行していますので、本会の
根本規約である、会則の変更がこれから度重なることになると思
っています。

経済界の基本法である商法が企業のグローバル化を目指し
て毎年いや半年毎に改正する現状を見るにつけて、山桜会の
会則もその活発な活動に伴い、柔軟かつ迅速に現状に副うべく
改正を続けていきたいと考えていますので、どうぞ、ご理解、ご協
力をお願いいたします。

会則委員長　　香山　恭慶

改革推進委員会
吾らの学院追手門校友会山桜会改革委員会としまして早や

一年が過ぎました。この間の各委員会の活発な会議に参加、又
小学校、大手前中高、茨木中高の各先生方との懇談会に積極
的に参加し、あっというまに2年目に入り当委員会に報告会合しま
した所、風紀（誇り・尊厳）を守りしめる憲章（大憲章）を先ずもっ
て作り、栄えある学院校友の人作りを考えております。

会員各位のお言葉がありましたらお聞かせください。又、PTA
方、先生方、生徒諸君、山桜会員の一丸となるご理解を賜りますよ
うお願い申し上げます。

さて昨今時代は流れております。やはり歴史があればこそ今日
がある。この今日に恥じることなく、継承するには、積極的な対内
外活動と友愛しかないと思います。よって、波が2年目より少し立
つかもしれません。諸君！母校のための母校に”心”を掌中してく
ださい。

改革推進委員長　　佐藤　文一郎

委員会報告 

少しだけ 近づけた気がする 少しだけ 近づけた気がする 
～追手門学院大手前中高等学校　アンケート集計報告～ 
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こ
の
度
は
か
ら
ず
も
、
わ
が
「
心
の

故
郷
」
追
手
門
学
院
に
再
び
学
長
と
し

て
帰
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

思
い
か
え
せ
ば
十
年
前
、
学
院
長
・
学

長
を
併
せ
て
拝
命
し
た
と
き
は
身
に
余

る
光
栄
と
感
じ
つ
つ
も
浅
学
菲
才
の
身

に
果
し
て
、
百
余
年
の
輝
か
し
い
伝
統

を
守
り
、
そ
の
職
責
を
充
分
果
し
う
る

か
、
一
抹
の
不
安
、
危
惧
の
念
を
抱
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
懸
念
も
、
山
桜
会
の

皆
々
様
、
各
界
で
御
活
躍
の
同
窓
生
各

位
の
御
好
意
溢
れ
る
御
支
援
に
よ
っ
て

旬
日
を
待
ず
し
て
解
消
し
、
大
変
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
職
務
を
遂
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
も
し
前
の
在
任
六

年
間
に
、
学
院
発
展
に
い
さ
さ
か
の
貢

献
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
山

桜
会
の
皆
様
方
の
お
力
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
感
謝
の
念
を
片
時
も
忘
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
御
存
知
の
よ
う
に
、
私
学
は

す
で
に
氷
河
期
に
突
入
し
、
少
子
化
に

伴
う
学
校
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
化
す

る
一
方
、
私
学
に
対
す
る
種
々
の
社
会

的
要
請
の
高
度
化
と
複
雑
化
へ
の
対
応
、

と
り
わ
け
教
育
水
準
の
維
持
向
上
と
地

域
社
会
発
展
へ
の
一
層
の
貢
献
と
い
っ

た
役
割
増
大
の
中
で
、
い
か
に
競
争
に

勝
ち
残
る
か
、
そ
れ
が
わ
が
追
手
門
学

院
の
当
面
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
課
題
に
対
処
す
る
に
は
、
ま
ず

何
を
お
い
て
も
教
職
員
全
員
が
「
和
」

を
も
っ
て
結
束
し
、
建
学
以
来
の
独
立

自
彊
の
精
神
の
下
、
自
主
、
自
由
、
自

立
の
教
育
理
念
に
よ
っ
て
理
想
的
な
教

育
を
推
進
し
、
二
十
一
世
紀
に
飛
翔
す

る
有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
先

決
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
近
年
の
I
T
革
命
や
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
環
境
保
全
と
福

祉
の
増
進
へ
の
寄
与
等
々
私
学
へ
の
多

方
面
の
要
請
に
即
応
す
べ
く
、
教
育
内

容
の
刷
新
を
は
か
り
、「
さ
す
が
追
手

門
の
卒
業
生
」
と
高
く
賞
揚
さ
れ
る
人

物
を
輩
出
す
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
分
に
も
私
に
は「
空
白
の
四
年
間
」

で
す
が
、
こ
の
間
に
幾
多
の
激
変
が
学

院
内
に
も
生
じ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
徒

ら
に
「
今
浦
島
」
の
感
傷
に
耽
る
こ
と

な
く
、
直
ち
に
「
あ
ら
た
な
る
発
展
」

に
向
け
て
第
一
歩
を
踏
み
だ
す
所
在
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
卒
業
生
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
何
卒
倍
旧
の
御
指
導
、

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

学
院
長
就
任
に
あ
た
っ
て

学
院
長

後
藤
　
幸
男

私
、
こ
の
た
び
理
事
会
の
ご
推
輓
を

い
た
だ
き
、
戸
塚
前
理
事
長
の
後
を
受

け
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
伝

統
あ
る
追
手
門
学
院
の
経
営
を
、
こ
の

極
め
て
重
大
な
時
期
に
お
預
か
り
す
る

こ
と
に
な
り
、
重
責
を
痛
感
し
、
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

い
ま
我
が
国
の
私
学
経
営
は
、
極
め

て
困
難
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
社

会
構
造
の
劇
的
な
変
化
と
国
際
的
に
も

例
を
見
な
い
急
速
な
少
子
化
の
影
響
が
、

競
争
力
の
弱
い
私
学
を
直
撃
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
に
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
国
公
立
の
学
校
が
変
革

に
む
け
て
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
国
立

大
の
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
公

立
中
高
校
に
教
員
免
許
を
持
た
な
い
民

間
人
校
長
を
起
用
す
る
こ
と
や
、
小
中

９
年
間
教
育
構
想
な
ど
急
ピ
ッ
チ
で
改

革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

外
部
環
境
が
こ
の
様
に
激
変
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
私
学
、

と
り
わ
け
規
模
が
大
き
く
、
歴
史
の
古

い
私
学
で
こ
う
い
っ
た
変
化
に
対
応
で

き
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

本
学
院
も
、
そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ

れ
ま
で
本
学
院
は
、
各
学
校
、
園

を
経
営
主
体
と
す
る
「
ゆ
る
や
か
な
連

合
体
」
と
し
て
学
院
経
営
が
図
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
年
間
数
回
開
か
れ
る
理
事

会
を
タ
テ
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
、
学
院
経

営
ら
し
き
も
の
を
形
造
っ
て
き
ま
し
た
。

子
供
の
数
も
経
済
状
態
も
右
肩
上
が
り

の
時
は
そ
れ
で
も
良
か
っ
た
の
で
す
が
、

環
境
は
一
変
し
て
い
ま
す
。
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
の
不
在
は
、
即
マ
ー
ケ
ッ
ト
か

ら
の
退
場
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。
今

こ
そ
、
本
学
院
の
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ

わ
し
い
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
柱
を
、
明

確
に
打
ち
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
、
学
院
を
愛
し
、
そ
の
発
展

を
願
い
な
が
ら
も
、
と
も
す
れ
ば
学
内

の
力
は
、
一
本
に
ま
と
ま
っ
て
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ベ
ク
ト
ル
は
様
々
な
方

に
向
か
い
、
時
に
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ま
た
別
の
新
し
い
摩
擦
も
お
き
て
い
ま

し
た
。
今
度
こ
そ
、
皆
さ
ん
の
力
を
一

本
に
ま
と
め
、「
栄
え
あ
る
学
院
」
の

発
展
を
目
指
し
立
ち
上
が
ら
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
改
革
を
成
し
遂
げ
る
パ

ワ
ー
は
、
間
違
い
な
く
学
内
に
あ
り
ま

す
。
大
切
な
こ
と
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
い
る
パ
ワ
ー
を
ま
と
め
上
げ
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

本
学
院
は
、
多
く
の
他
私
学
の
よ
う

に
オ
ー
ナ
ー
、
或
い
は
そ
れ
に
代
わ
る

宗
教
法
人
な
ど
の
経
営
主
体
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
本
学
院
の
危
機
や
発

展
期
に
は
必
ず
学
院
関
係
者
、
保
護
者
、

校
友
会
が
一
致
団
結
し
、
難
局
を
乗
り

切
り
発
展
し
て
参
り
ま
し
た
。
危
機
を

乗
り
越
え
、
危
機
を
バ
ネ
に
、
さ
ら
に

発
展
し
て
き
た
の
が
本
学
院
で
あ
り
ま

す
。日

本
の
私
学
が
、
か
つ
て
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
荒
波
に
も
ま
れ
て
い
ま
す

い
ま
、
今
こ
そ
我
々
は
、
本
学
院
の
先

人
達
に
思
い
を
馳
せ
、
追
手
門
学
院
の

発
展
の
た
め
、
一
致
団
結
し
て
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

理
事
長
就
任
に
あ
た
っ
て

理
事
長

大
木
　
令
司

辻野　叔秀 （茨高21期）
牧　　和男 （小76期）
末広　秀次 （茨高20期）
中谷　千春 （大中高38期）
山本　俊夫 （小50期）
冨田　和男 （小54期）
宮澤　昭彦 （小80期）
大向　博 （小77大中高20期）
鳥谷　敦 （小106期）
野間　清延 （大中高20期）
神前　景一 （大中高31期）
井上　素夫 （小49期）
板谷　禎二 （小43期）
佐藤　千晃 （小62期）
竹之下　匠 （小110期）
岡崎　史郎 （小43期）
釜堀　忠雄 （大中2期）
西川　元規 （茨高48期）
大内（川崎）美恵子 （大中高24期）
深見　半蔵 （小45期）
安藤　正勝 （大中3期）
相馬　太郎 （小49期）
太田　忍 （茨高22期）
堂ヶ原古弓 （茨高28期）
大島　知之 （小39期）
万城目智子 （小102期）
万城目　学 （小99期）
万城目　徹 （小72大中高15期）
林　　正行 （大中高36期）
新津　建樹 （小72大中高15期）
槙野幾之輔 （小41期）

荒井（菅野）恵子 （大高9期）
深江　賢 （小61期）
樽崎　正博 （小56期）
伊東（木股）良江 （小81期）
伊東　宏恵 （小110期）
塩谷　章 （小61大中高4期）
池田　利夫 （小81期）
馬場　靖文 （小38期）
深田　尚司 （小94期）
常吉　俊男 （小55期）
足立　尚 （茨中4茨高24期）
真原　立二 （小76期）
今野　美季 （小88期）
山下（戸谷）昭子 （小90大中高33期）
松尾　富文 （小56期）
谷口　浩平 （小51期）
竹村　順二 （小70期）
早嶋　健 （小51期）
古我知俊晃 （大中高6期）
村田　尚之 （大高27期）
藤関　義人 （小90期）
中村　匡宏 （小93期）
吉田　訓康 （小57期）
神谷　智雄 （小84期）
三田　裕 （小49期）
中本　収 （小83期）
甲谷富佐子 （大中2期）
田村　鈴代 （茨中16茨高36期）
乾　　真実 （小77期）
花本　樹芳 （大中高14期）
豊田　豊 （大中高3期）

賛助金氏名一覧
（平成13年12月1日～14年3月まで）

順不同（敬称略）

山桜会では、会員の皆様に賛助金のご協力を平成６
年よりお願いしてまいりました。
本年度におきましても多数の方々のご協力を得て、

順調に推移しております。この賛助金を山桜会の運営
に有効に使わせていただき、より一層活発な山桜会と
してがんばって参りますので宜しくお願いいたします。

（財務委員会）

山桜会ホームページの内容をご案内します。山桜会の活動内容を知っていただくとともに、会員
間の情報交換の場としてのご利用も期待しています。また内容は定期的に更新されています。

アドレス：http://www.yamazakurakai.com

最新情報の一覧を見ることが出来ます。
会長挨拶，会則，組織図，評議員の名簿，沿革，会計報告が閲覧できます。
1）会長挨拶は定期的に更新されています。山桜会の現況と取り組みをよくご理解していただけるものと存じます
のでぜひ定期的にご覧ください。

2）沿革は，母校と山桜会について西暦1888年，明治21年大阪偕行社付属小学校から現在に至る変遷を一覧するこ
とができます。

会員ページからは同窓会案内，同窓会報告，会員分布図，不明者リスト，住所変更の各欄に行くことが出来ます。
1）同窓会案内では，同窓会・クラス会・各種会・ＯＢ,ＯＧ会などの開催をお知らせします。またこの案内に掲載
をご希望のかたはホームページでの同窓会・クラス会・各種会・ＯＢ,ＯＧ会の案内掲載依頼から申し込むこと
が来ます。

2）同窓会報告では写真入りの報告を閲覧できます。
3）会員分布図は日本地図から都道府県別に選択すると市町村別の会員人数がわかります。
4）不明者リストでは，会報の宛先不明者などから卒業期別に不明者をリストしています。みなさまの同期の友人
やクラブ等の先輩後輩で，不明者リストに掲載されている方をご存じの場合は事務局までお知らせください。

5）住所変更では，このページ上からインターネット上で変更可能です。 事務局からご本人に電話で確認したのち
データベースに登録します。

山桜会の過去および未来の年間予定表が掲載されます。また理事会等の議事録を見ることが出来ます。
FAXによる申込書のダウンロードとEmailによる申し込みが出来ます。
賛助金のお願いを平成6年からお願いしてまいりました。よりいっそう活発な山桜会の活動のためご協力をお願いします。
ご賛同をいただいた方のために賛助金の振り込み方法を記載させていただきました。
小学校，大手前学舎，茨木学舎別になつかしい恩師の先生方の近況や報告，写真などを閲覧できます。ほぼ１，２カ
月おきに追加されています。
掲示板を閲覧，投稿するためには認証情報を入力する必要があります。IDとパスワードは会報に掲載されています。
会員間の情報交換の場，意見交換の場，山桜会へのご意見の場，ホームページへのご意見などどしどし活用してくだ
さい。
追手門学院のホームページや，学年別の同窓会のホームページへのリンクがあります。
お問い合わせ窓口一覧として，「住所変更等の連絡」のページ，｢ホームページでの同窓会・クラス会・各種会・ＯＢ,Ｏ
Ｇ会の案内掲載依頼｣のページ，および電話，FAXでの問合せ先が記載されています。
山桜会主催の文化活動の案内や，山桜会会員の活躍状況の情報が掲載されています。
会員ページの会員分布図と同じく日本地図から各市町村別の会員数を知ることが出来ま
す。
山桜会会報をホームページ上で閲覧できます。現在のところ閲覧できるのは第68号だけ
ですが，今後増やしていく予定です。
西暦，和暦と小学校，大手前学舎，茨木学舎の中高の各卒業期との換算表です。
追手門学院の校歌を聴くことが出来ます。

H O M E：
山桜会とは：

会員ページ：

活 動 報 告：
名 簿 販 売：
賛　助　金：

恩 師 の 今：

掲　示　板：

リ　ン　ク：
問い合わせ：

最 新 情 報：
会員分布図：

会　　　報：

期 換 算 票：
校　　　歌：

追手門学院校友会山桜会
ホームページのご案内
追手門学院校友会山桜会
ホームページのご案内
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コ
ー
ス
制
の

導
入
を
柱
に
し

た
学
校
改
革
に

取
り
組
み
、
こ

の
四
月
で
三
年

目
を
迎
え
ま
し

た
。
年
が
明
け

れ
ば
コ
ー
ス
制

の
第
一
期
生
が

卒
業
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の

成
果
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
の
間
の
取
り
組
み
を

中
心
に
、
中
・
高
の
近
況
を
報
告
し
ま
す
。

○
入
試
に
表
れ
た
外
部
評
価

高
等
学
校
は
学
級
定
員
を
従
来
の
46
名
か
ら

40
名
に
変
更
し
、
2
4
0
名
の
募
集
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
教
育
条
件
の
向
上
と
内
部
中
学

生
の
一
ク
ラ
ス
減
へ
の
対
応
を
考
慮
し
た
も
の

で
す
。

本
年
は
内
部
生
の
頑
張
り
に
よ
り
、
36
名
の

中
か
ら
英
数
コ
ー
ス
に
5
名
、
理
数
コ
ー
ス
に

5
名
の
合
格
者
を
出
し
、
外
部
か
ら
の
受
験
生

の
倍
率
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
英
数
コ

ー
ス
10.

9
倍
、
理
数
コ
ー
ス
6.

1
倍
、
総
合
文

理
コ
ー
ス
1.

9
倍
。
な
お
、
総
受
験
者
数
9
3

5
名
、
う
ち
外
部
専
願
者
数
1
5
7
名
で
あ
り
、

こ
れ
は
昨
年
比
50
％
増
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

追
手
門
の
学
校
改
革
が
外
部
で
評
価
さ
れ
、
中

学
生
に
と
っ
て
「
行
き
た
い
高
校
」、
保
護
者

に
と
っ
て
「
学
ば
せ
た
い
高
校
」
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
事
実
を
示
す
も
の
と
い
え
ま
す
。
結

果
と
し
て
2
7
2
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
私
た
ち
の
大
き
な
喜

び
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
改
革
へ
向
か
う
意
欲
を

か
き
た
て
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
中
学
校
も

学
級
定
員
を
40
名
か
ら
35
名
に
変
更
し
、
70
名

の
募
集
と
し
ま
し
た
。
昨
秋
の
説
明
会
や
プ
レ

テ
ス
ト
を
経
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
59
名
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
32
名
の
91
名
の
受
験
者

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

入
学
者
は
46
名
で
し
た
が
、
中
学
校
に
コ
ー
ス

制
を
導
入
し
て
2
年
目
で
あ
り
、
昨
年
に
比
べ

て
23
名
の
受
験
者
増
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

後
の
展
開
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
今
年

度
は
追
手
門
の
小
学
校
か
ら
4
名
の
受
験
を
頂

き
、
内
部
的
な
評
価
も
得
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

を
有
り
難
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

な
お
、
来
年
度
も
中
・
高
と
も
に
専
願
者
の

卒
業
生
親
子
・
兄
弟
姉
妹
関
係
の
優
遇
措
置
を

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
今
年
度
同
様
に
多
く
の

関
係
者
の
皆
様
の
ご
子
弟
の
受
験
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

○
進
学
目
標
達
成
に
向
け
て

昨
年
の
春
に
学
習
統
轄
委
員
会
を
設
置
し
、

日
々
の
学
習
の
取
り
組
み
を
様
々
な
面
で
強
化

し
て
き
ま
し
た
。

第
一
に
、
授
業
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、

中
・
高
と
も
に
新
学
期
当
初
に
「
学
習
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し
、
学
期
ご
と
の
対

生
徒
「
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
よ
り
授
業
の
改

善
を
試
み
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
生
徒
・
教

師
と
も
に
授
業
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
今
年
度
は
公
開
授
業
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。

第
二
に
、
総
合
文
理
コ
ー
ス
に
お

い
て
「
英
語
の
習
熟
度
別
授
業
」
を

実
施
し
、
成
績
に
応
じ
て
学
期
ご
と

の
授
業
ク
ラ
ス
編
成
替
え
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
力
に
応
じ

た
手
厚
い
指
導
を
受
け
ら
れ
、
理
解

が
深
ま
り
、
良
い
意
味
で
の
競
争
意

識
が
生
徒
の
中
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
成
績
不
振
者
に
対
し
て
は

中
・
高
と
も
に
「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

学
習
」
の
手
当
て
を
行
い
、
大
学
進

学
に
向
け
て
は
毎
日
7
限
後
の
2
時
間

の
ア
ド
バ
ン
ス
ゼ
ミ
を
実
施
し
、
22
講
座
2
4

5
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度

は
、
高
三
の
進
学
面
で
の
数
値
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
、
6
時
以
降
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
を
開

講
し
、
ま
た
、
教
員
の
教
科
指
導
力
向
上
に
向

け
て
、
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
提
携
し
た
教
員

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
年
度
当
初
に
、
各
コ
ー
ス
・
各
教

科
の
「
数
値
目
標
」
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
度

を
外
部
模
試
の
結
果
で
点
検
す
る
こ
と
で
、
外

部
模
試
を
軸
と
し
て
教
科
の
指
導
・
学
習
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ー
ス
制
を
導
入
し
て
一
年
目
の
中
学
校
で

も
、
朝
礼
時
テ
ス
ト
、
放
課
後
学
習
、
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
熱

心
な
学
習
指
導
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス

に
つ
い
て
は
、「
も
う

少
し
伸
び
伸
び
と
生
活

さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
か
っ
た
で
す

か
？
」
と
保
護
者
の
方

か
ら
の
お
話
が
で
る
ほ

ど
で
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
最
初
に
述
べ
た

中
三
生
の
頑
張
り
は
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
て
お
き
ま
す
。

○
課
外
学
習
の
充
実

教
科
の
学
習
の
一
方
で
、
楽
し
い
学
校
生
活

に
欠
か
せ
な
い
様
々
な
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い

く
た
め
に
、
特
別
教
育
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
運
営

会
議
の
提
案
で
、
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
制
を
導
入
し

ま
し
た
。
中
野
球
、
高
サ
ッ
カ
ー
、
高
野
球
、

の
3
つ
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
新
規
に
外
部
か
ら

コ
ー
チ
を
お
招
き
し
、
指
導
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
従
来
か
ら
コ
ー
チ
の
つ
い
て
い
る
柔
道

や
種
目
の
指
導
が
で
き
る
教
員
が
顧
問
で
あ
る

ク
ラ
ブ
を
含
め
る
と
83
％
の
ク
ラ
ブ
が
、
技
術

指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
ク
ラ

ブ
活
動
を
送
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
中
・
高
コ
ー
ス
制
の
将
来
展
望
を
考

え
る
六
年
生
委
員
会
の
主
導
で
、
昨
年
9
月
よ

り
、
中
学
一
年
生
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
コ
ー
ス
と

中
学
二
年
生
に
ベ
ル
リ
ッ
ツ
に
よ
る
英
会
話
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
将
来
的
な
国
際
理

解
教
育
を
中
心
と
し
た
教
育
の
展
開
な
ど
の
試

行
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
高
等

学
校
へ
導
入
し
成
果
を
確
認
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
校
外
学
習
会
議
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

本
年
度
よ
り
海
外
語
学
研
修
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
コ
ー
ス
ト
に
て
実
施
し
ま

す
。
23
日
間
の
語
学
学
校
で
の
研
修
と
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
と
な
り
ま
す
が
、
事
前
に
10
回
の
ベ
ル

リ
ッ
ツ
に
よ
る
英
会
話
指
導
を
組
み
込
ん
で
い

る
の
が
特
色
で
す
。
事
後
指
導
と
合
わ
せ
て
一

年
間
を
通
じ
て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
維
持

し
、
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
テ
ス
ト

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
最
終
的
な
目
標
で

す
。

○
新
制
服
の
制
定

我
々
の
改
革
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
長
年
続
い

た
制
服
を
一
新
し
ま
し
た
。
新
制
服
は
イ
ギ
リ

ス
の
ピ
ー
タ
ー
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
社
の
デ
ザ
イ
ン

で
、
紺
の
フ
ォ
ー
マ
ル
と
チ
ェ
ッ
ク
の
グ
レ
ー

の
替
え
ズ
ボ
ン
、
タ
ー
タ
ン
チ
ェ
ッ
ク
の
替
え

ス
カ
ー
ト
（
高
校
は
二
種
類
）
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
中
高
の
区
別
は
、
カ
ッ
タ
ー
の
色
が
中

学
は
ク
リ
ー
ム
、
高
校
は
ブ
ル
ー
で
あ
り
、
女

子
の
替
え
ス
カ
ー
ト
の
色
柄
が
異
な
り
ま
す
。

○
そ
の
他
の
取
り
組
み

情
報
化
の
教
育
に
向
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ル

ー
ム
を
新
設
し
、
東
進
D
ス
ク
ー
ル
と
提
携
し

た
V
T
R
個
別
学
習
室
を
新
設
し
ま
し
た
。

以
上
、
こ
こ
に
は
書
き
切
れ
な
い
様
々
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
我
々
は
旧
来
の
す
べ
て
を
な
げ
う
っ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
追
手
門
学
院
中
高
は
、

卒
業
生
諸
氏
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
す
こ
と
な
く
、

男
女
共
学
の
進
学
校
と
し
て
、
ク
ラ
ス

や
学

年
集
会
、
学
校
祭
や
修
学
旅
行
な
ど
を
通
じ
て
、

豊
か
な
人
間
性
の
育
成
に
も
十
分
な
努
力
を
払

っ
て
、
今
後
と
も
生
徒
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

信
頼
や
共
感

を
寄
せ
ら
れ

る
教
育
に
取

り
組
ん
で
い

く
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ー
ナ
ー
に
な
ん
と
し
て
も
飛
べ
る
よ

う
に
し
て
と
頼
み
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
き
て
本
番
で
飛
ば
ず
に
帰
れ
る
か
、

と
気
張
っ
て
み
た
け
ど
や
っ
ぱ
り
不

安
は
残
り
ま
し
た
。
試
合
当
日
の
練

習
で
演
技
難
度
を
下
げ
て
出
場
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
飛
び
た
か
っ
た

技
で
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
と
き
出

来
る
こ
と
を
精
一
杯
や
る
つ
も
り
で

し
た
。
ス
タ
ー
ト
の
上
の
ほ
う
で
自

分
の
順

番
を
待

っ
て
い

る
間
は

い
つ
も

と
変
わ

ら
ず
準

備
を
し

て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
名
前
が
呼
ば
れ
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
に
立
ち
ジ
ャ
ン
プ
台

を
見
る
と
そ
の
向
こ
う
側
に
び
っ
し

り
と
人
が
埋
ま
っ
た
観
客
席
が
見
え

ま
し
た
。
い
つ
も
の
試
合
と
違
う
雰

囲
気
で
ゾ
ク
ゾ
ク
し
ま
し
た
。
緊
張

も
し
た
け
ど
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
て
い
る
嬉
し
さ

の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
で
す
。
怪
我

と
か
難
度
を
下
げ
た
こ
と
は
頭
か
ら

吹
っ
飛
ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
で
も

興
奮
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た

が
、
滑
る
前
に
は
落
ち
着
い
て
演
技

に
集
中
で
き
ま
し
た
。
２
回
目
の
演

技
を
終
え
て
点
数
が
出
る
ま
で
の
間
、

気
持
ち
よ
さ
に
ひ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
出
演
し
た
エ
ア
リ
ア
ル
の
シ

ョ
ー
の
な
か
で
一
番
で
っ
か
い
シ
ョ

ー
で
し
た
。
い
ま
こ
れ
を
書
い
て
い

て
も
思
い
出
し
て
に
や
け
て
し
ま
い

ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
全
日
本
選
手

権
大
会
を
最
後
に
選
手
を
引
退
し
ま

し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
含
め
て
競

技
生
活
を
心
底
楽
し
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
れ
は
一
人
で
は
絶
対
に

出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
、
多
く
の
方

が
す
ば
ら
し
い
環
境
を
与
え
て
く
れ
、

支
え
て
く
れ

た
か
ら
で
し

た
。
卒
業
し

て
も
な
お
応

援
し
て
く
れ

た
追
手
門
関

係
者
の
皆
さ

ん
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の

感
想
を
一

言
で
言
う

な
ら
「
お

も
ろ
か
っ

た
な
あ
」

で
す
。
ソ

ル
ト
レ
イ

ク
滞
在
期

間
中
の
記

憶
は
は
っ

き
り
し
て
い
る
の
に
、
今
思
い
返
す

と
夢
の
中
の
出
来
事
み
た
い
な
感
じ

が
し
て
い
ま
す
。

僕
が
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー
を

始
め
た
動
機
は
、
ひ
と
ま
え
で
目
立

て
る
か
ら
。
観
客
の
歓
声
が
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
世
界
中
の
人
に
見
て
も
ら
え

る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る
こ
と

は
本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
、
行
く
前

か
ら
か
な
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。試

合
ま
で
の
練
習
期
間
は
５
日
間
、

調
子
よ
く
練
習
し
て
い
た
の
に
試
合

前
日
に
な
っ
て
怪
我
を
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
の
瞬
間
は
も
う
出
場
は

無
理
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
ト
レ

中西　拓（茨高（茨高３８期）期） 中西　拓（茨高３８期） 

本
年
三
月
、
百
十
三
期
生
、
百
五
十
名
が
卒

業
、
晴
れ
て
伝
統
あ
る
山
桜
会
員
と
な
っ
た
。

山
桜
会
員
諸
氏
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
よ
り
、
百
十
九
期
生
、
百
五
十
九
名
が

入
学
。
将
来
の
山
桜
会
員
の
入
学
を
心
か
ら
祝

い
た
い
。
厳
し
い
入
学
考
査
を
見
事
突
破
し
合

格
、
本
校
の
一
年
生
と
し
て
迎
え
た
事
、
誠
に

喜
ば
し
く
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈
り
た
い
。

平
成
十
四
年
度
、
ま
さ
に
日
本
の
教
育
改
革

元
年
の
年
で
あ
る
。
完
全
学
校
週
五
日
制
、
新

学
習
指
導
要
領
に
よ
る
授
業
等
の
全
面
実
施
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
大
き
な
転
換
期
な
の
で
あ
る
。

本
校
に
お
い
て
も
完
全
学
校
週
五
日
制
を
導
入

し
、
全
教
員
の
衆
知
を
結
集
し
て
作
成
し
た
新

追
手
門
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
教
育
活
動
を

開
始
し
た
。
総
合
的
な
学
習
等
新
し
い
教
育
を

含
み
な
が
ら
も
「
社
会
有
為
な
人
材
の
育
成
」

を
理
念
と
し
「
敬
愛
」「
剛
殻
」「
上
智
」
の
教

育
方
針
は
不
動
で
あ
る
。
伝
統
あ
る
教
育
の
継

承
を
行
い
新
し
い
教
育
へ
遭
進
す
る
基
本
精
神

は
ゆ
る
ぎ
な
い
。
基
礎
・
基
本
の
定
着
は
も
ち

ろ
ん
、
従
来
に
も
増
し
て
「
高
い
学
力
」
を
は

か
る
事
を
重
点
と
し
て
い
る
。
四
教
科
に
か
け

る
時
数
の
充
分
な
確
保
を
も
と
に
多
様
で
弾
力

性
に
富
ん
だ
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
特
色
あ

る
、
そ
し
て
充
実
し
た
学
習
も
実
施
す
る
。「
確

か
な
学
力
の
向
上
」、「
心
の
教
育
の
充
実
」
を

目
標
に
児
童
達
に
追
手
門
の
子
と
し
て
の
気
品

を
そ
な
え
、
し
っ
か
り
と
し
た
「
生
き
る
力
」

を
育
成
す
る
事
を
主
眼
と
し
て
い
る
。
又
学
校

週
五
日
制
に
と
も
な
い
家
庭
教
育
の
場
も
重
要

さ
を
増
し
た
。
自
ら
学
び
、
考
え
、
決
断
す
る

事
の
自
立
心
育
成
の
場
と
も
な
る
。
母
校
の
転

換
期
、
新
し
い
学
校
作
り
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

山
桜
会
員
皆
様
の
母
校
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

我
々
の
仲
間
と
し
て
共
に
教
育
活
動
に
励
ん

で
こ
ら
れ
た
専
任
教
諭
、
大
塚
直
子
先
生
（
享

年
三
十
三
歳
）
が
去
る
三
月
二
十
二
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
一
同
深
い
悲
し
み
に
つ
つ
ま
れ

な
が
ら
三
月
二
十
五
日
の
告
別
式
に
参
列
し
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。
教
育
に
対
す

る
熱
情
に
あ
ふ
れ
、
全
力
で
い
つ
も
指
導
に
あ

た
ら
れ
た
す
ば
ら
し
い
先
生
で
し
た
。
尊
敬
と

感
謝
を
さ
さ
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

追
小
教
育
の
新
し
い
出
発

学
校
長
　
川
人
　
公
一

HR
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４
月
よ
り
５６
期
生
と
し
て
入
学
す
る

E
X

・B
IO

コ
ー
ス
の
プ
レ
キ
ャ
ン
プ
を
３

月
２５
日
・
２６
日
の
１
泊
２
日
で
実
施
し
た
。

琵
琶
湖
に
面
し
た
近
江
八
幡
国
民
休
暇
村
は
、

一
輪
の
桜
が
咲
く
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。

キ
ャ
ン
プ
は
、
結
論
か
ら
言
う
と
帰
路
の

バ
ス
内
の
和
や
か
な
雰
囲
気
が
、
成
果
を
物

語
っ
て
い
た
。

「
教
頭
を
囲
ん
で
」「
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」

「
グ
ル
ー
プ
タ
イ
ム
」「
カ
レ
ー
料
理
」
や
広

場
で
の
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
、
予
定
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
順
調
に
終
え
た
。
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
５０
期
生
の
７
名
が
世
話
を
し
て
く
れ
た

こ
と
も
、
５６
期
生
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て

く
れ
た
。
５０
期
生
の
言
葉
は
、
本
校
の
特

色
を
伝
え
て
く
れ
た
と
思
う
。

５６
期
生
と
な
る
子
供
た
ち
の
感
想
を
記

し
て
み
る
。

「
ス
ピ
ー
チ
は
、
皆
の
前
だ
っ
た
し
は
じ

め
て
だ
っ
た
か
ら
緊
張
し
た
。
こ
の
２
日
間

で
友
達
が
で
き
た
か
ら
、
入
学
式
も
き
や
す

く
な
っ
た
。」

「
教
頭
先
生
に
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切

さ
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
班
の
子
と
仲
良
く

で
き
て
、
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
今

回
の
プ
レ
キ
ャ
ン
プ
は
、
と
て
も
よ
か
っ
た

で
す
。
学
校
が
始
ま
っ
た
ら
、
勉
強
・
部

活
・
友
達
関
係
を
良
く
し
た
い
で
す
。」

「
食
事
の
時
間
に
、
楽
し
い
話
が
で
き
た
。

最
後
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
び
し
く
な

り
ま
し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。」

「
二
日
間
は
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ
た

で
す
。
た
く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
ま
し
た
。」

「
い
っ
ぱ
い
友
達
が
で
き
て
、
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。」

「
カ
レ
ー
は
す
ご
く
う
ま
く
で
き
た
け
ど
、

先
生
た
ち
の
カ
レ
ー
の
方
が
美
味
し
か
っ

た
。」「は

じ
め
て
会
う
の
で
、
直
ぐ
に
仲
良
く

な
れ
な
い
と
思
っ
た
け
ど
、
バ
ス
に
乗
る
前

に
仲
良
く
な
っ
た
。
自
由
の
遊
び
も
笑
顔
い

っ
ぱ
い
の
活
動
が
で
き
た
。
こ
の
調
子
で
今

後
も
や
り
た

い
。」「

は
じ
め
て

会
う
友
達
ば
か

り
な
の
に
、
と

て
も
仲
良
く
な

っ
た
の
で
び
っ

く
り
し
た
。」

「
ま
ず
友
達

が
で
き
た
。
す

ご
く
不
安
だ
っ

た
が
、
大
丈
夫

だ
っ
た
。
こ
ん

な
に
仲
良
く
な

れ
る
な
ん
て
予

想
も
し
な
か
っ

た
の
で
、
う
れ

し
か
っ
た
。
何
が
な
ん
で
も
楽
し
か
っ
た
。」

「
カ
レ
ー
は
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
。
少

し
か
た
づ
け
に
時
間
が
か
か
っ
た
け
ど
、
さ

っ
さ
と
で
き
た
と
思
う
。
バ
ス
の
中
で
も
、

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。
も
っ
と
皆
と
い
た

か
っ
た
。」

「
は
じ
め
は
、
新
し
い
友
達
が
で
き
る
か

と
て
も
不
安
で
し
た
。
だ
け
ど
皆
し
ゃ
べ
り

や
す
く
、
直
ぐ
に
友
達
に
な
れ
て
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」

「
こ
れ
か
ら
っ
て
い
う
か
、
こ
の
キ
ャ
ン

プ
は
明
日
の
一
日
し
か
な
い
け
ど
、
も
っ
と

皆
と
仲
良
く
し
た
い
な
。
６
年
間
を
一
緒
に

い
る
仲
間
を
大
切
に
し
た
い
。
〜
４
月
８
日

が
、
と
て
も
楽
し
み
な
日
に
な
り
ま
し
た
。」

「
皆
と
友
達
に
な
れ
て
、
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。」

「
今
日
は
、
自
分
的
に
８５
点

ぐ
ら
い
と
思
い
ま
す
。
残
り
の

１５
点
は
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と
で
す
。

今
日
は
カ
レ
ー
が
お
い
し
く
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
最
高
の
１
泊

２
日
で
し
た
。」

「
こ
の
２
日
間
で
友
達
も
で
き
、

入
学
前
に
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
又
、
こ
ん
な
キ
ャ
ン
プ
等

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

看
護
婦
と
し
て
引
率
し
て
い

た
だ
い
た
永
田
さ
ん
か
ら
、
便

り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な

内
容
は
、「
〜
生
徒
さ
ん
も
楽
し

か
っ
た
様
で
、
日
誌
を
読
む
と

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
の
事
等
書
か
れ

て
い
て
、
ま
た
友
達
も
た
く
さ
ん
出
来
た
等
、

今
回
の
キ
ャ
ン
プ
は
大
成
功
の
様
で
す
ね
。」

多
く
の
日
記
は
、
素
直
な
印
象
が
書
か
れ
て

い
る
。
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
育
み
た
い
。

（
池
田
　
晶
一
記
）

３
月
２８
日
〜
３０
日
（
２
泊
３
日
）
の

日
程
で
、
貝
塚
市
に
あ
る
「
大
阪
府
立

少
年
自
然
の
家
」
に
お
い
て
、
５６
期
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
コ
ー
ス
・
プ
レ
キ

ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
正
確
に
は
、

入
学
式
前
な
の
で
、
入
学
予
定
者
対
象

の
宿
泊
行
事
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
地
で
は
、
ひ
た
す
ら
「
仲
間
作
り
」

の
た
め
の
「
遊
び
」
に
徹
し
ま
し
た
。

「
展
望
台
ハ
イ
キ
ン
グ
」
・
「
キ
ャ
ン
ド

ル
フ
ァ
イ
ヤ
ー
」
・
「
野
外
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
」
・
「
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
」
・
「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
・

「
校
長
先
生
を
囲
ん
で
」
・
「
小
椋
先
生

を
囲
ん
で
」
・
「
ベ
ッ
キ
ー
先
生
を
囲

ん
で
」
・
「
仲
間
作
り
①
②
③
」
等
々
、

恒
例
に
な
り
ま
し
た
山
桜
新
年
会
は

1
月
19
日
（
土
）
午
後
6
時
よ
り
太
閣

園
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
西
・
東
の
間
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

戸
塚
学
院
長
様
大
木
理
事
長
様
は
じ
め

法
人
理
事
の
方
々
、
各
学
校
長
を
ふ
く

め
2
7
0
名
の
御
参
加
い
た
だ
き
盛
大

に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
ゲ
ス
ト
と
し
て
大
手
前
中
高

出
身
の
オ
ペ
ラ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
御

子
供
達
が
遊
び
疲
れ
る
か
、
そ
れ
と
も

指
導
者
が
疲
れ
果
て
る
の
が
早
い
か
を

競
い
合
う
か
の
様
に
、
と
に
か
く
遊
ん

で
遊
ん
で
遊
び
ま
く
り
ま
し
た
。「
生
徒

指
導
部
長
講
話
」
や
「
人
権
教
育
部
長

講
話
」
等
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら

割
愛
を
し
、
入
学
後
に
あ
ら
た
め
て
そ

の
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
特
筆
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
卒
業
生
を

起
用
し
た
こ
と
で
す
。（
４６
期
生
の
乳
深

公
佑
君
、
４９
期
生
の
小
川
真
史
君
・
辻

本
侑
介
君
・
石
川
智
香
子
さ
ん
・
金
井

明
香
さ
ん
）
中
に
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
の
現
役
リ
ー
ダ
ー
も
い
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
は
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
経
験
が
余
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
代

わ
り
に
、「
追
手
門
の
こ
と
が
大
好
き
」

と
い
う
点
で
は
誰
に
も
負
け
な
い
で
あ

ろ
う
青
年
達
が
呼
び
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

彼
ら
は
、「
追
手
門
大
好
き
」
の
心
で
こ

ど
も
達
と
接
し
、
と
も
に
笑
い
、
と
も

に
考
え
、
と
も
に
苦
し
ん
で
く
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
ど
も
達
は
、
彼
ら
リ

ー
ダ
ー
達
に
応
え
な
が
ら
、
２
泊
３
日

の
共
同
生
活
を
明
る
く
元
気
に
有
意
義

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
遊

び
の
中
に
密
か
に
仕
組
ま
れ
た
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
自
己
表
現
」

と
い
う
課
題
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
真
剣
な

表
情
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
、「
追
手
門
の
こ
と
が
大
好
き
」

と
い
う
ハ
ー
ト
は
、
計
り
し
れ
な
い
程

の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

ま
た
、
前
年
度
の
キ
ャ
ン
パ
ー
の
中

か
ら
５
人
（
５５
期
生
の
川
原
辰
也
君
・

永
藪
了
君
・
横
井
啓
人
君
・
芦
田
冴
絵

さ
ん
・
西
田
素
子
さ
ん
）
を
選
ん
で
、

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
グ
ル

ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
彼
ら

は
期
待
に
応
え
本
当
に
良
く
や
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
無
我

夢
中
で
体
当
た
り
を
繰
り
返
し
た
３
日

間
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
も
し
か
す

る
と
、
最
も
成
長
し
た
の
は
彼
ら
サ
ブ

リ
ー
ダ
ー
達
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
キ
ャ
ン
パ
ー
と
し
て
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
姿
を
見

て
い
た
、
こ
ど
も
達
の
中
か
ら
将
来
の

プ
レ
キ
ャ
ン
プ
・
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
、

「
追
手
門
大
好
き
」
の
輪
が
益
々
拡
が
れ

ば
、
こ
れ
程
素
敵
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
こ
の
夢
は
、
近
い
将
来

き
っ
と
実
現
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
嬉
し
い
予
感
を
感
じ
な
が
ら
、

新
入
生
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
す
。

活
躍
の
越
智

則
英
氏
を
お

招
き
し
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
と

銘
打
ち
ス
ク

リ
ー
ン
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
か

ら
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
ナ
ン
バ

ー
ま
で
を
歌

い
あ
げ
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
の
皆
様
に
新
年
の
幕

開
け
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

又
、
豪
華
商
品
が
あ
た
る
福
引
大
会
も

大
い
に
盛
り
上
が
り
盛
況
の
う
ち
い
御

開
き
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
年
の
新
年

会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た

山
桜
会
会
員
の

皆
様
に
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま

す
。

山
桜
新
年
会

実
行
委
員
会

第
１
回
山
桜
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン

ペ
が
４
月
13
日
（
土
）
オ
リ
ム
ピ
ッ
ク

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
40
名
の

参
加
を
得
て
楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み

ま
し
た
。
プ
レ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
参
加
者
が
世
代
を
越
え
て
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
大
手
前

中
高
18
期
の
巽
英
一
様
が
男
性
部
門
で

優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
女
性
部
門
で

は
追
小
78
期
の
浅
井
知
子
様
が
ベ
ス
グ

ロ
（
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
）
を
獲
得
さ
れ

ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
参
加

者
の
皆
様
か
ら
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
御
厚
志

金
、
４
万
円
が
川
原

会
長
よ
り
生
川
副
会

長
に
手
渡
さ
れ
ユ
ニ

セ
フ
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

老
若
男
女
、
上
手
下
手
関
係
な
く
楽

し
め
る
ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
交
流
の
和
を
広
げ
て
行
く
事
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
今
回
の
コ
ン
ペ

は
参
加
者
の
御
協
力
に
よ
り
和
や
か
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
は
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

競
技
委
員
長
に
大
手
前
中
高
20
期
楠

亀
利
弘
氏
に
就
任
し
て
頂
き
、
今
後
も

２
回
３
回
と
続

け
て
開
催
し
た

く
存
じ
ま
す
の

で
皆
様
の
ご
参

加
を
心
よ
り
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

実
行
委
員
長

越
智
忠
正

山桜会を通じて、学校に役立てて下さい。 

TEL 06ー6365ー8135（代表） 
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平
成
１３
年
１０
月
１９
日
、
王
子
扇
屋
に
て
昼

食
会
を
し
、
東
京
山
桜
会
会
員
２２
名
が
集
ま

り
、
三
代
将
軍
家
光
か
ら
の
『
釜
焼
き
玉
子
』

に
舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。
厚
さ
6
〜
7
cm
の

ラ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
み
た
い
な
玉
子
焼
き
（
直

径
２５
cm
）
で
、
と
て
も
お
い
し
く
頂
き
ま
し

た
。
掛
茶
屋
と
し
て
文
人
墨
客
の
筆
や
、
江

戸
錦
絵
に
登
場
し
た
り
、
落
語
の
『
王
子
の

狐
』
の
話
題
に
出
て
く
る
有
名
な
『
釜
焼
き

玉
子
』
だ
そ
う
で
す
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ

り
で
、
腹
も
満
足
し
一
行
は
、
千
円
札
、
壱

万
円
札
を
造
っ
て
い
る
財
務
省
印
刷
局
滝
野

川
工
場
見
学
へ
向
か
い
ま
し
た
。
貨
幣
は
、

大
阪
造
幣
局
で
、
紙
幣
は
印
刷
局
（
数
ヶ
所
）

で
造
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
一
億
円
の
重
さ
が

１０
kg
で
、
そ
の
重
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
一
千
万
円
で
1
kg
。
目
の
前
で
き
れ

い
な
一
万
円
紙
幣
が
ま
た
た
く
ま
に
札
束
と

な
っ
て
き
れ
い
に
整
列
し
て
い
き
ま
す
。
私

達
の
目
の
前
で
2
2
0
kg
の
札
束
の
積
み

重
な
っ
た
物
体
に
、
思
わ
ず
福
を
さ
ず
か
る

よ
う
に
香
り
を
か
ぎ
手
で
頭
や
胸
を
あ
お
い

で
い
ま
し
た
。
5
0
0
kg
の
所
で
は
、
こ

の
不
況
を
乗
り
切
れ
る
よ
う
に
願
い
な
が
ら
、

で
き
た
て
の
お
品
（
お
札
の
こ
と
）
を
見
て

い
る
と
、
こ
ち
ら
ま
で
新
鮮
に
な
り
、
元
気

に
な
り
豊
か

に
な
り
ま
し

た
。
世
界
的

に
評
価
が
高

い
日
本
紙
幣

は
、
高
度
な

品
質
、
精
度

と
万
全
の
管

理
体
制
の
も

と
で
造
ら
れ

て
い
る
の
が
、

説
明
を
聞
き

な
が
ら
目
の
前
で
見
て
、
よ
く
わ
か
り
ま
し

た
。
垂
水
幹
事
（
小
５３
期
）
元
大
蔵
省
銀
行

局
長
の
お
世
話
で
、
普
通
で
は
見
れ
な
い
工

場
を
ゆ
っ
た
り
と
見
学
で
き
ま
し
た
。
楽
し

か
っ
た
で
す
。
一
行
は
、
お
土
産
に
、
お
札

サ
ブ
レ
を
買
い
旧
古
河
庭
園
に
向
か
い
ま
し

た
。
英
国
人
の
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル

（
鹿
鳴
館
設
計
で
有
名
）
が
、
古
河
洋
館
と

洋
風
庭
園
を
設
計
し
、
和
風
庭
園
は
、
植
治

こ
と
小
川
治
兵
衛
が
造
り
あ
げ
た
も
の
で
す
。

大
正
時
代
の
貴
族
の
古
河
財
閥
の
洋
館
を
説

明
を
聞
き
貴
族
気
分
を
味
わ
い
な
が
ら
バ
ラ

の
咲
き
誇
る
庭
園
を
見
な
が
ら
皆
で
、
ゆ
っ

た
り
と
ホ
ッ
と
安
ら
ぎ
な
が
ら
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
と
り
、
洋
風
庭
園
、
和
風
庭
園
へ
と
散

歩
見
学
を
し
、
よ
く
歩
き
楽
し
く
充
実
し
た

一
日
に
感
謝
し
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
お
札
ク
ッ

キ
ー
を
手
に
し
風
呂
が
こ
い
し
く
家
路
に
つ

く
一
行
で
あ
り
ま
し
た
。

（
佐
伯
記
）

追 手 門 学 院 校 友 会 山 桜 会 報 第 69 号　（６）平成１４年６月１日

東京山桜会ご案内東京山桜会ご案内
例年通り6月第2土曜日、皇居前東京会館に於て

第45回東京山桜会総会を開催致します。

在京の方々のご参加をお待ちしております。

6月8日（土）午前11時開場
会場 東京会館 東商スカイルーム

懇親会 会費１万円
関東地方に転居・転任・就学された方は是非下記迄ご連絡下さい。

東京山桜会事務局　萩原正民　　
〒216-0023 川崎市宮前区けやき平1の54の101
TEL／FAX 044-877-2138

お問い合わせは東京山桜会事務局迄
ＦＡＸ　０４４-８７７-２１３８

萩原正民（小53期）

○清澄庭園
江戸の豪商・紀ノ国屋文左衛文の屋
敷・回遊林泉庭園

○江戸東京博物館
江戸東京の文化遺産を次代に継承する
都市と生活を考える場

○グルメ深川
高ばしどぜう伊せ喜
下町情緒と非日常料理をお楽しみに。

東京山桜会カルチャーの集いカルチャーの集い
『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内『校外授業』のご案内

校
外
授
業
と
グ
ル
メ
の
会

秋10月19日（土）
11：00～17：00

平
成
１４
年
１
月
１４
日
（
祝
）
小

学
校
百
十
記
念
ホ
ー
ル
に
て
、
小

学
校
１
０
５
期
生
の
「
成
人
の
日

学
年
同
窓
会
」
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。小

学
校
卒
業
時
、
当
時
の
学
年

主
任
で
あ
る
吉
田
茂
先
生
が
、「
君

た
ち
の
成
人
式
は
小
学
校
の
講
堂

で
行
な
い
ま
す
。
２０
歳
の
成
人
の

日
に
こ
こ
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
」

と
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
８

年
が
過
ぎ
・
・
・

着
物
に
身
を
包
ん
だ
女
の
子
、

背
が
伸
び
て
ス
ー
ツ
で
決
め
た
男

の
子
。
子
ど
も
の
成
長
を
微
笑
ま

し
く
見
つ
め
る
お
母
様
方
。
そ
し

て
、
懐
か
し
い
先
生
方
。
1
3
0

名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

華
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

最
初
に
井
上
嘉
一
郎
君
と
井
上

陽
次
郎
君
の
祝
舞
「
連
獅
子
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

厳
粛
な
中
に
も
優
雅
な
舞
で
、

成
人
の
祝
い
に
ふ
さ
わ
し
い
盛

り
上
が
り
で
し
た
。

１
年
生
で
お
世
話
に
な
っ
た

中
桐
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
て
黙
祷
を
捧
げ
、
吉
田
先
生

の
懐
か
し
い
お
話
し
振
り
に
小

学
校
時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
金
城
様
が
８
年
間
預

か
っ
て
下
さ
っ
て
い
た
卒
業
謝

恩
会
で
の
「
思
い
出
の
ア
ル
バ

ム
」（
ス
ラ
イ
ド
）
を
見
ま
し

た
。
14
年
前
の
入
学
式
か
ら
卒

業
ま
で
の
い
ろ
ん
な
写
真
が
あ

り
、
時
に
は
か
わ
い
い
顔
の
ア

ッ
プ
で
大
爆
笑
！
み
ん
な
、
立

派
に
成
長
し
ま
し
た
ね
。
桂
薫

先
生
や
今
中
先
生
の
ス
ピ
ー
チ

も
懐
か
っ
た
で
す
！

田
辺
先
生
の
乾
杯
の
合
図
で
、

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
開
始
。
携
帯
電

話
片
手
に
、
電
話
番
号
や
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
の
や
り
と
り
を
す
る
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
恩
師
の
先
生

方
と
記
念
撮
影
。
に
ぎ
や
か
な
笑

い
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
抽
選
会
。

１
等
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
は
自
分

の
物
と
、
司
会
の
竹
内
先
生
の
呼

ぶ
番
号
に
一
喜
一
憂
。
全
員
が
賞

品
を
持
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

最
後
の
東
田
先
生
の
お
話
。
よ

く
通
る
声
、
８
年
前
と
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
は
、
オ
ー
ル
４
ク

ラ
ス
で
す
が
、
初
め
て
４
ク
ラ
ス

に
な
っ
た
と
き
の
１
年
に
組
の
担

任
の
先
生
で
す
。
教
室
は
２
階
で

し
た
ね
。
み
ん
な
、
覚
え
て
い
ま

す
か
？

ホ
ー
ル
の
後
片
付
け
を
み
ん
な

で
し
た
後
、
お
土
産
の
「
成
人
の

日
記
念
ワ
イ
ン
」
が
配
ら
れ
ま
し

た
。
家
に
帰
っ
て
、
お
う
ち
の
人

と
祝
っ
て
下
さ
い
ね
。

次
の
同
窓
会
は
い
つ
で
し
ょ
う
？

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。（

幹
事
代
表
）

会
員
だ
よ
り

元好朗子（29期生）
京都ノートルダム女子大学専任講師
中東・アラブ文化専攻

追
手
門
学
院
大
手
前
中
・
高
等
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
、
は
や
２１
年
の
歳
月
が
流

れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
め
く
る
め
く
よ
う

な
こ
と
が
数
え
切
れ
ぬ
ほ
ど
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
も
一
番
感
慨
深
か
っ
た
こ

と
は
、
昨
秋
のPh.D

（
博
士
号
）
の
取
得
。

も
し
、
こ
れ
が
と
れ
た
ら
、
も
う
何
も
い

ら
な
い
と
思
う
ほ
ど
得
が
た
い
も
の
で
し

た
。２

０
０
１
年
９
月
１１
日
、
米
国
イ
ン
デ

ィ
ア
ナ
大
学
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト
ン
校
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
寮
で
、
髪
を
振
り
乱
し
て
博
士

論
文
の
最
終
原
稿
に
取
り
組
ん
で
い
た
わ

た
く
し
は
、
ア
メ
リ
カ
の
友
人
か
ら
か
か

っ
て
き
た
電
話
で
テ
ロ
事
件
の
こ
と
を
知

り
、
即
座
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
ま
し
た
。
犯

人
が
ア
ラ
ブ
人
ら
し
い
と
い
う
報
を
き
き
、

こ
れ
で
ま
た
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争

の
解
決
が
遠
の
く
こ
と
に
な
る
の
か
と
長

息
。
数
日
後
、
論
文
の
修
正
を
終
わ
ら
せ

大
学
院
に
提
出
し
、
テ
ロ
の
影
響
で
予
定

よ
り
数
日
遅
れ
て
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し

た
。
そ
の
１
ヶ
月
後
、Ph.D

を
中
世
ア
ラ

ブ
文
学
専
攻
で
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
大
学

院
近
東
言
語
文
化
科
学
よ
り
授
け
ら
れ
ま

し
た
。

高
校
卒
業
後
、
亡
き
母
が
わ
た
く
し
を

入
れ
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
京
都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
の
生
活
文
化
学
科
へ

進
学
し
、
大
学
へ
行
く
ほ
か
は
生
活
時
間

の
ほ
と
ん
ど
を
、
プ
ー
ル
の
中
で
シ
ン
ク

ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
（
浜
寺
水
練
学

校
所
属
）
に
費
や
し
ま
し
た
。
大
学
卒
業

後
、
シ
ン
ク
ロ
の
コ
ー
チ
お
よ
び
ジ
ャ
ッ

ジ
と
し
て
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立
つ
３
年
ほ

ど
続
き
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
レ
バ
ノ
ン

人
作
家
、
ジ
ュ
ブ
ラ
ン
・
ハ
リ
ー
ル
・
ジ

ュ
ブ
ラ
ン
の
『
預
言
者
』
と
い
う
作
品
を

邦
訳
で
読
み
、
感
銘
を
受
け
、
ア
ラ
ブ
の

こ
と
を
勉
強
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で

す
。
翌
春
、
大
阪
外
国
語
大
学
ア
ラ
ビ
ア

語
学
科
へ
学
士
入
学
し
、
２
回
生
が
終
了

す
る
と
、
米
国
の
ミ
シ
ガ
ン
大
学
（
ア
ン

ア
ー
バ
ー
校
）
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
研
究

所
大
学
院
修
士
課
程
で
学
ぶ
た
め
に
渡
米
。

１
年
半
後
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
よ
り
修
士
号

を
取
得
し
、
ヨ
ル
ダ
ン
大
学
ア
ン
マ
ン
校

へ
留
学
。
は
じ
め
て
の
中
東
で
し
た
。
ア

ン
マ
ン
空
港
か
ら
宿
舎
へ
向
か
う
と
き
に

車
中
か
ら
見
た
落
ち
ゆ
く
夕
陽
は
、
そ
れ

ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
大
き
く
て
赤

く
て
美
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
１
学
期
間
を
過
ご
し
た
後
、
ロ
ー

タ
リ
ー
財
団
の
奨
学
金
を
得
て
、
エ
ジ
プ

ト
の
ア
メ
リ
カ
ン
大
学
カ
イ
ロ
校
で
１
年

間
の
ア
ラ
ビ
ア
語
集
中
講
座
に
ア
メ
リ
カ

人
学
生
と
と
も
に
参
加
。
カ
イ
ロ
は
汚
く

て
人
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
と
て
も

人
情
深
く
て
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
街
で

し
た
。

博
士
課
程
進
学
を
希
望
し
て
米
国
へ
戻

り
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
博
士
課
程
で
中

世
ア
ラ
ブ
文
学
研
究
の
第
一
人
者
ス
ザ
ン

ヌ
・
ス
テ
ケ
ヴ
ィ
チ
教
授
に
つ
い
て
中
世

ア
ラ
ブ
詩
の
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
日
本

人
の
わ
た
く
し
が
、
難
解
な
ア
ラ
ブ
詩
に

つ
い
て
英
語
で
論
文
を
書
く
こ
と
は
、
ま

さ
に
挑
戦
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
テ
ケ
ヴ
ィ
チ
教
授
の

温
か
く
て
忍
耐
強
い
指
導
に
支
え
ら
れ
ま

し
た
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
は
テ
ィ
ー

チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
奨
学
生
と
し
て

ア
メ
リ
カ
人
大
学
生
に
ア
ラ
ビ
ア
語
を
教

え
、
教
え
る
こ
と
の
楽
し
さ
も
知
り
ま
し

た
。９９

年
か
ら
２
年
間
、
外
務
省
よ
り
在
レ

バ
ノ
ン
日
本
大
使
館
へ
専
門
調
査
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
レ
バ
ノ
ン
は
、
わ

た
く
し
が
ア
ラ
ブ
の
勉
強
を
始
め
た
と
き

か
ら
憧
れ
の
国
で
し
た
。
大
使
館
で
は
文

化
・
広
報
担
当
官
を
務
め
、
日
本
の
外
交

や
文
化
無
償
援
助
の
こ
と
な
ど
を
多
く
学

び
、
貴
重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
仕
事
は

多
忙
を
極
め
ま
し
た
が
、
レ
バ
ノ
ン
で
暮

ら
し
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
し
、
レ
バ
ノ
ン

人
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
大
き

な
喜
び
で
し
た
。

２
０
０
１
年
の
３
月
末
、
１０
年
間
に
亘

る
海
外
生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
て
、
レ

バ
ノ
ン
よ
り
帰
国
。
以
来
、
母
校
で
あ
る

京
都
女
子
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
人
間

文
化
学
科
で
、
専
任
講
師
と
し
て
、
中

東
・
ア
ラ
ブ
文
化
と
ア
ラ
ブ
文
学
を
教
え

て
い
ま
す
。
海
外
に
い
た
１０
年
間
、
米
国

か
ら
中
東
と
日
本
を
、
そ
し
て
中
東
か
ら

日
本
と
米
国
を
見
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

日
本
へ
戻
っ
て
き
て
、
今
度
は
日
本
か
ら

中
東
と
米
国
を
観
察
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。
あ
の
テ
ロ
事
件
が
も
た
ら
し
た
数

少
な
い
良
い
事
の
ひ
と
つ
は
、
世
界
に
中

東
へ
の
関
心
を
喚
起
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
本
人
と
し
て
事
象
を
見
つ
め
、
他
国
あ

る
い
は
他
人
の
意
見
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、

何
を
正
し
い
と
し
何
を
間
違
っ
て
い
る
か

を
見
極
め
、
自
分
の
意
見
を
表
明
し
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
切
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

（
J
）
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平
成
１４
年
３
月
２
日
、

山
桜
会
有
志
８
名
が
何
と
わ
ざ
わ
ざ
「
新

幹
線
・
日
帰
り
」
で
倉
敷
居
酒
屋
コ
ン
パ

を
や
り
ま
し
た
。
な
ん
で
倉
敷
で
？
近
く

て
旨
い
も
の
が
あ
る
か
ら
で
す
。
瀬
戸
内

が
汚
染
さ
れ
て
大
阪
の
魚
は
ダ
メ
に
な
り

ま
し
た
が
、
岡
山
県
ま
で
来
る
と
形
は
小

さ
い
け
れ
ど
も
良
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
郷
土
色
も
豊
か
で
す
。
丁
度
３
月

初
め
は
「
さ
わ
ら
」
や
「
あ
ら
ば
し
り
」

が
出
る
季
節
、
そ
れ
を
目
当
て
に
出
掛
け

ま
し
た
。

誰
で
も
知
っ
て
い
る
「
倉
敷
・
美
観
地

区
」
の
北
側
に
は
古
い
街
並
が
残
っ
て
お

り
、
そ
の
一
角
に
「
新
粋
」（
し
ん
す
い
）

な
る
居
酒
屋
が
あ
り
、
こ
こ
が
こ
の
度
の

会
場
で
す
。
真
向
か
い
が
「
萬
年
雪
」
と

い
う
銘
酒
の
酒
蔵
で
、
寒
の
間
だ
け
出
る

「
あ
ら
ば
し
り
」
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
吟
醸
酒

等
が
飲
め
ま
す
。「
新
粋
」
の
郷
土
色
あ

ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
二
三
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

が
ら
え
び

本
当
は
ち
ゃ
ん
と
し
た
名
前
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
が
、
５
〜
６
セ
ン
チ
の
小
さ
な

エ
ビ
を
丸
ご
と
唐
揚
げ
に
し
て
大
鉢
盛
り

に
し
て
あ
り
、
注
文
す
る
と
サ
ッ
と
二
度

揚
げ
に
し
て
熱
い
の
を
出
し
ま
す
。
ビ
ー

ル
の
つ
ま
み
に
抜
群
で
す
。

さ
わ
ら
の
刺
し
身

３
月
に
入
る
と
、
さ
わ
ら
の
刺
し
身
が

あ
り
ま
す
。
大
阪
人
は
さ
わ
ら
を
刺
し
身

快
晴
で
、
こ
の
時
期
と
し
て

は
珍
し
い
位
温
か
い
絶
好
の
同

窓
会
日
和
に
恵
ま
れ
た
平
成
１４

年
１
月
１３
日
（
日
）
に
、
５
人

の
先
生
方
と
４２
人
の
同
期
生
が

集
い
、
小
学
校
８１
期
生
の
同
窓

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
小
学
校

８１
期
生
は
、
卒
業
以
来
同
窓
会

を
行
っ
た
事
が
無
く
、
実
に
３２

年
振
り
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
ま
ず
小
学
校
に
集
ま

り
、
懐
か
し
い
母
校
を
見
学
さ

せ
て
頂
い
た
後
、
場
所
を
変
え

て
パ
ー
テ
ィ
ー
と
二
次
会
を
行

う
３
部
構
成
で
同
窓
会
を
行
う

事
に
し
ま
し
た
。

第
１
部
「
母
校
訪
問
」
で
は
、

瀬
崎
先
生
に
ご
案
内
い
た
だ
き
、

梶
田
先
生
・
数
珠
先
生
・
水
谷

先
生
と
ご
一
緒
に
、
校
内
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

立
派
に
な
っ
た
新
校
舎
を
見
せ

て
い
た
だ
い
た
時
は
、
そ
の
重

厚
さ
と
設
備
の
充
実
ぶ
り
に
圧

倒
さ
れ
、
ま
る
で
ま
っ
た
く
違

う
学
校
に
来
て
い
る
様
な
錯
覚

さ
え
起
こ
り
ま
し
た
が
、
僅
か

に
昔
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
西
校

舎
を
訪
れ
、
今
で
も
現
役
で
活

躍
し
て
い
る
木
製
の
机
に
み
ん

な
で
腰
掛
け
た
時
に
は
、
懐
か

し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
後
、
場
所
を
天
満
橋
の

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

「
鶴
・
亀
の
間
」
に
移
し
、
福
井

先
生
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

数
珠
先
生
の
乾
杯
の
御
発
声
を

皮
切
り
に
第
２
部
「
パ
ー
テ
ィ

ー
」
は
始
ま
り
ま
し
た
。
余
り

に
も
み
ん
な
立
派
に
成
長
さ
れ

て
い
た
の
で
、
初
め
は
誰
が
誰

だ
か
分
か
ら
ず
、「
あ
ん
た
誰
？
」

と
言
い
合
い
、
ぎ
こ
ち
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
そ
こ
は
６
年
間

い
っ
し
ょ
に
過
ご
し
た
同
期
生
、

す
ぐ
に
３２
年
の
時
を
飛
び
越
え
、

次
の
瞬
間
に
は
追
手
門
学
院
小

学
校
の
同
級
生
に
戻
っ
て
い
ま

し
た
。
食
事
を
す
る
の
も
忘
れ

る
位
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
先
生
方
お
一
人
お

一
人
か
ら
も
、
有
り
難
い
お
言

葉
を
み
ん
な
に
賜
り
、
全
員
で

校
歌
を
合
唱
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー

を
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
同
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
」

に
移
動
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
け

で
は
話
足
り
な
い
様
子
の
全
員

に
加
え
、
遅
れ
て
や
っ
て
来
た

同
期
生
も
加
わ
り
第
３
部
「
二

次
会
」
に
突
入
。
こ
こ
で
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
同
窓
会
は
、

最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。
み
ん

な
の
前
で
、
一
人
一
人
近
況
を

報
告
し
た
後
、
予
定
を
大
幅
に

超
過
し
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る

思
い
で
再
会
を
約
し
、
同
窓
会

は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

尚
、
今
同
窓
会
に
お
い
て
吉

本
一
仁
君
（
ろ
組
・
代
表
幹
事
）、

伊
賀
己
記
さ
ん
（
い
組
）、
竹
中

治
郎
君
（
は
組
）
に
次
期
同
窓

会
の
幹
事
を
お
願
い
し
ま
し
た

所
、
快
く
お
引
き
受
け
下
さ
い

ま
し
た
。
新
幹
事
の
皆
様
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
１４
年
度
同
窓
会
幹
事

一
森
（
黒
田
）
晶
子
、

岡
崎
勝
也
、

小
林
武
則

高
橋
（
中
野
）
雅
恵
、

寺
西
（
田
中
）
栄
子
、

松
井
薫

で
食
べ
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
岡

山
で
は
当
た
り
前
で
ス
ー
パ
ー
で
も
売
っ

て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
の
さ
わ
ら
で
さ
え
、

脂
が
の
っ
て
い
て
結
構
美
味
し
い
で
す
。

皮
は
つ
け
ず
、
ふ
つ
う
に
刺
し
身
に
し
ま

す
が
形
も
崩
れ
ず
、
な
め
ら
か
な
舌
触
り

で
す
。

つ
の
ぎ
の
造
り

つ
の
ぎ
は
小
さ
い
か
わ
は
ぎ
の
こ
と
。

「
刺
し
身
」
と
「
造
り
」
は
違
う
の
だ
そ

う
で
す
。
刺
し
身
は
身
だ
け
を
出
す
、
造

り
は
一
尾
を
全
部
使
う
と
い
う
こ
と
で
先

ず
刺
し
身
が
出
て
、
小
鉢
で
き
も
が
出
て
、

更
に
中
お
ち
の
す
ま
し
汁
を
出
す
と
い
う

念
の
入
れ
よ
う
で
す
。

あ
ら
だ
き

ふ
つ
う
あ
ら
だ
き
を
頼
む
と
、
鯛
の
ア

ラ
を
た
い
て
木
の
芽
を
ど
っ
さ
り
の
せ
て

熱
い
う
ち
に
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

こ
で
は
豪
快
な
か
ん
ぱ
ち
の
ア
ラ
を
じ
っ

く
り
た
き
込
ん
だ
の
を
大
鉢
盛
り
に
し
て

あ
り
、
そ
の
ま
ま
冷
た
い
の
を
出
し
て
き

ま
す
。
こ
れ
が
な
か
な
か
い
け
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
こ
の
店
の
本
当
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
で
あ
る
お
で
ん
、
そ
の
他
何
十
種
類

か
の
品
書
き
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

仕
事
が
丁
寧
で
気
合
が
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
雰
囲
気
の
中
、
一
同
頃
の
憂

い
さ
を
忘
れ
大
い
に
飲
み
か
つ
食
べ
て
談

論
風
発
、
あ
と
は
倉
敷
の
風
に
吹
か
れ
酔

い
を
醒
ま
し
つ
つ
滞
り
な
く
帰
阪
し
ま
し

た
。
新
大
阪
を
１５：

２８
に
出
て
、
２２：

２８
に
帰
着
し
ま
し
た
の
で
ま
だ
ま
だ
ゆ
と

り
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
宵
の
口
と
い
う
わ

け
で
一
部
の
有
志
は
そ
こ
か
ら
二
次
会
に

行
か
れ
た
よ
う
で
す
。
た
ま
に
は
大
阪
を

離
れ
て
こ
う
い
う
の
も
い
い
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
か
ん
じ
ん
の
お
あ
い
そ
で
す

が
、
大
阪
の
約
半
分
で
す
！
新
幹
線
で
行

く
値
打
ち
は
充
分
あ
る
と
思
い
ま
す
が
如

何
で
す
か
？

３
月
１６
日
（
土
）
大
阪
第
一

ホ
テ
ル
に
て
大
手
前
学
舎
１８
期

中
・
高
等
学
部
合
同
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
我
々
１８
期
生

は
満
５０
歳
を
む
か
え
、
久
し
ぶ

り
の
合
同
同
窓
会
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
荒
西
昇
先
生
、
原

田
友
之
先
生
、
山
本
治
之
先
生

を
お
迎
え
し
、
総
勢
８１
名
の
な

つ
か
し
い
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
、

大
い
に
旧
交
を
暖
め
ま
し
た
。

又
２
次
会
会
場
に
も
６５
名
が
出

席
し
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

以
下
は
２
次
会
終
了
後
の
酔

っ
ぱ
ら
い
の
た
わ
ご
と
で
す
。

「
久
し
ぶ
り
に
集
ま
っ
て
、
ほ

ん
ま
に
な
つ
か
し
か
っ
た
わ
。

と
こ
ろ
で
荒
西
先
生
、
元
気

そ
う
や
っ
た
な
あ
。」

「
そ
う
や
な
あ
。
俺
な
ん
か
現

役
の
頃
、
何
十
発
も
殴
ら
れ

た
け
ど
今
は
『
好
々
爺
』
と

い
う
感
じ
や
な
あ
。」

「
原
田
先
生
の
久
々
の
ヒ
ト
ラ

ー
節
も
聞
け
た
な
あ
。」

「
昔
み
た
い
な
声
の
張
り
は
な

か
っ
た
け
ど
、
背
筋
も
ピ
ン

と
し
て
元
気
そ
う
や
っ
た

わ
。」

「
チ
ョ
ン
ブ
ー
も
元
気
そ
う
や

っ
た
ん
か
」

「
あ
の
先
生
な
ん
で
今
で
も
顔

黒
い
ん
や
ろ
？
今
で
も
家
の

庭
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
練
習
し

て
は
ん
の
ち
ゃ
う
か
？
」

「
み
ん
な
と
会
え
て
ほ
ん
ま
に

楽
し
か
っ
た
わ
。
又
何
年
か

先
に
や
ろ
な
」

「
う
ん
又
や
ろ
や
ろ
。
そ
れ
ま

で
お
互
い
年
と
っ
た
し
、
体

に
気
つ
け
て
元
気
で
な
。」

「
ほ
な
、
さ
い
な
ら
」E

・
T
記

平
成
14
年
4
月
20
日

午
後
0
時
30
分

於
サ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ヤ
ル
ク
ラ
ブ

（
堂
島
）

参
加
者

（
い
組
）

清
水
幸
四
郎
　
田
邊
朔
郎

喜
井
晴
夫

（
ろ
組
）

浅
井
三
郎
　
岸
久
雄
　
谷
口
敬
次

寺
嶋
亘
　
宮
芳
久
　
山
岡
吉
郎
兵
衛

合
計
9
名

久
し
く
聞
い
て
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
岸
、
谷
口
両
君
に
尻
を
叩
か

れ
て
、
や
っ
と
五
年
ぶ
り
に
傘
寿
記

念
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
も
設
営
は
殆
ど
す
べ
て

が
岸
君
に
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
、
お
世

話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

話
題
は
い
つ
も
変
わ
ら
ぬ
よ
う

な
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
い
つ
も
新
鮮

な
思
い
出
と
し
て
聞
こ
え
る
の
は
ど

う
い
う
訳
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

厳
し
か
っ
た
原
田
敏
視
先
生
の

躾
教
育
、
軍
隊
の
思
い
出
、
そ
し
て

余
生
を
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
宮
君

（
医
師
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
々
に
耳

を
傾
け
る
な
ど
、
あ
っ
と
い
う
間
の

三
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
い
組
（
多
分
　
田
邊
、

喜
井
の
両
君
）
が
引
き
受
け
て
く
れ

ま
す
。

少
な
く
と
も
今
日
の
出
席
者
全
員
が

揃
う
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

山
岡
　
記

小
45
期
 
傘
寿
記
念
合
同
ク
ラ
ス
会
 

小
45
期
 
傘
寿
記
念
合
同
ク
ラ
ス
会
 

昨
年
１０
月
２８
日
、
秋
深
ま
る
京
都

競
馬
場
。
多
く
の
フ
ァ
ン
が
見
守
る
中
、

グ
ロ
リ
ア
・
サ
ン
デ
ィ
ー
号
が
ゴ
ー
ル
、

鞍
上
に
は
池
添
騎
手
の
勇
姿
が
。
実
は

こ
の
レ
ー
ス
に
我
が
山
桜
会
会
員
の
大

偉
業
が
あ
っ
た
事
は
あ
ま
り
多
く
知
ら

れ
て
い
な
い
。
そ
の
偉
業
と
は
、
こ
の

グ
ロ
リ
ア
・
サ
ン
デ
ィ
ー
号
の
調
教
を

行
っ
た
人
物
と
い
う
の
が
小
６０
中
３
期

の
伊
藤
雄
二
氏
。
こ
の
勝
利
が
１
０
０

０
勝
達
成
と
な
り
、
J
R
A
史
上
、

４
人
目
の
大
偉
業
で
あ
る
。

伊
藤
氏
は
、
昭
和
３４
年
騎
手
デ
ビ
ュ

ー
。
２９
歳
で
調
教
師
と
な
り
、
そ
の
後

伊
藤
雄
二
厩
舎
を
設
立
。
３５
年
、
数
々

の
名
馬
を
調
教
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
の

間
、
武
豊
騎
手
と
の
コ
ン
ビ
で
京
都
競

馬
場
で
オ
ー
ク
ス
、
天
皇
賞
を
獲
り
、

東
京
競
馬
場
で
は
柴
田
政
人
騎
手
と
の

コ
ン
ビ
で
調
教
師
に
な
っ
て
の
長
年
の

願
望
で
あ
っ
た
日
本
ダ
ー
ビ
ー
を
制
覇

し
て
い
る
。
他
に
も
３５
年
間
で
重
賞

（
G
１
）
記
念
で
７０
数
回
の
勝
利
（
全

国
１
位
）。
１１
年
間
連
続
重
賞
制
覇

（
新
記
録
）。
関
西
で
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ト
レ
ー
ナ
ー
（
１
年
間
の
ト
ー
タ
ル
で

１
着
の
数
が
１
番
多
い
調
教
師
）
５
回
。

全
国
ト
ー
タ
ル
の
日
本
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ト
レ
ー
ナ
ー
３
回
。
輝
か
し
い
記
録
の

持
ち
主
伊
藤
氏
の
激
励
会
を
平
成
１３
年

１１
月
３０
日
同
級
生
有
志
４０
数
名
で
行

っ
た
。
写
真
は
記
念
品
贈
呈
の
写
真
で

あ
る
。
今
後
も
必
ず
活
躍
さ
れ
る
の
で
、

山
桜
会
の
皆
様
、
ご
声
援
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
原
稿
責
任
者
中
高
３
期
宮
田
）

伊
藤
雄
二
調
教
師
１
０
０
０
勝
達
成
 

伊
藤
雄
二
調
教
師
１
０
０
０
勝
達
成
 

JRA 
（日本競馬協会） 

同

窓

会

小
８１
期
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土地活用・ビル管理・30年の実績 

〒５３４-００２１　大阪市都島区都島本通1丁目４番２０号 大成ビル８F　TEL（06）6921-8111　FAX（06）6927-2244　 

大成グループ 
株式会社レンティブ大成 

□都島店　□都島北店　□日本橋店　□難波店　□鶴見店　□千林店　 
□森小路店　□南巽店　□北巽店　□桜ノ宮店　□梅田店 

清掃 

マンション入居斡旋 

不動産売買仲介 

株式会社タイセイサクセスプランニング　　株式会社 関西リアルエステート 

株式会社 

第 69 号　（８）平成１４年６月１日

代表取締役 池田八朗 （18期卒業） 

■本　　社／〒532-0004 大阪市淀川区西宮原1-8-35  TEL：06-6397-8008  FAX：06-6395-7395 
■寝屋川店／〒572-0071 寝屋川市豊里町15-15　　   TEL：072-802-0088  FAX：072-802-0888 
■豊中B/P　ファクトリー／〒560-0091 豊中市走井3-6-2 TEL：06-6858-8838  FAX：06-6858-8839 
http://www.hakkogroup.co.jp/　e-mail:info@hakkogroup.co.jp

フィアットオートジャパン正規ディーラー 

マセラティ大阪地区正規代理店 

宝塚市雲雀丘山手2-15-28 
　　　ライオンズマンション802号 

　TEL（0727）57-0422 

　FAX（0727）57-5670

●大阪駅前第3ビル店（B1南通り） 

　TEL（06）6341-3040 

　FAX（06）6341-8788

●HEPファイブ店（7F） 

　TEL（06）6366-3691 

　FAX（06）6366-3692

◆台湾料理リュータン◆ 

（中学4期） 

本社工場／〒664-0836 伊丹市北本町3丁目105番地  TEL：0727-82-0281（代表） 
奈良工場／〒639-1039 大和郡山市椎木町1番地　昭和工業団地　TEL：0743-56-1062（代表）   
 

SEIWA
Industrial Corporation

給湯設備を通じて 
より快適な暮らしを提案 

株式会社　精 和 工 業 所  

〒５３０-０００１　大阪市北区梅田１丁目９番２０号　〈定休日〉B１・B２毎月第３水曜日、他年中無休 

株式会社 
会長：吉本 晴彦（小学校４７期卒業） 
社長：吉本 晴之 

ま る ご と 満 足 ！  

お得な情報が満載のホームページ！ 
ぜひ、アクセスしてください！！ 

大阪マルビル■ 

大阪第一ホテル■ 
http://gnavi.joy.ne.jp/marubiru/
http://www.osakadaiichi.co.jp（ ） 

大阪マルビル 
JCBカード 
入会申込み 
受付中！ 

おかげさまで100周年

総合フードサービス

IFSCOグループ

代表取締役社長 辻本　泰幸
本社　〒553-0003 大阪市福島区福島4-7-2

TEL 06-6458-8801（代表）

弁護士  川原俊明 
（小71・中高14期） 

〒530-0047 大阪市北区西天満2丁目10番2号　幸田ビル8階 
 TEL：06-6365-1065（代表）　FAX:06-6365-7265 

E-mail:kw-law@smile.ocn.ne.jp 
http://www.kawahara-law.gr.jp   

 

大
塚
　
直
子
　
小
学
校
教
諭

平
成
14
年
3
月
22
日
ご
逝
去

先
　
　
生

八
木
　
紗
智
（
小
108
期
）

平
成
13
年
9
月
10
日
ご
逝
去

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

一
面
山
桜
会
報
の
文
字
の
下
の

写
真
は
小
59
中
２
秋
山
陽
彦
氏

撮
影
で
す
。

会
　
　
員

訃
報

今
回
は
原
稿
の
集
ま
り
が
悪
く
奔
走
し
、

大
変
苦
労
致
し
ま
し
た
。
会
報
は
１
年
に
２

回
の
発
行
で
す
の
で
、
ど
う
し
て
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
は
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
昨
年
12

月
よ
り
立
ち
上
が
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ニ

ュ
ー
ス
が
移
行
し
、
必
然
的
に
原
稿
が
減
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
時
代
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
主
流
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
の
極
端

に
原
稿
が
減
っ
た
こ
と
で
も
、
会
報
発
行
を

年
１
回
に
し
て
は
と
委
員
会
に
お
い
て
意
見

が
出
、
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
経
費
節
減
か

ら
も
、
や
は
り
会
報
発
行
に
つ
い
て
は
考
え

る
時
期
だ
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
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は
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状
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お
送
り
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た
し
ま
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非

ご
出
席
く
だ
さ
い
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市川 洋先生 

帰国展のスケジュール 

追手門学院高校元恩師の市川先生がフランスより帰国し、
（山桜会会報59号にも掲載）個展を開催されます。先生
は自ら考案された『可変絵画』（写真掲載）で「無限に変
化する、ヨウ・イチカワの絵画」と言われフランスでは、数々
の賞を取られています、是非この機会にお近くのギャラリ
ーに足をお運び下さい。 

市川洋先生(画家)が帰国、主要都市にて個展開催 

プロフィール 
１９２９年広島県府中市に生まれる。１９５６年京都美術大学（現京都芸術大学）
日本画科卒業。同専攻科終了。１９５６年（昭和３１年）追手門学院高等部・
美術講師就任。日展・京展などで活躍後１９６６年渡仏。以来、数々の国際的
な賞を獲得。パリ市文化省より芸術活動に対する援助金を支給される。欧
州各国の美術展に出展。５年毎に日本主要都市にて個展を開催。 

東　京
7月29日（月）～8月4日（日）
アートミュージアム銀座
中央区銀座7-4-2 ぎょうせいビル1F

京　都
8月13日（火）～8月18日（日）
京都文化博物館
中京区三条通高倉

福　山
9月18日（木）～9月23日（月）
ふくやま美術館
西町2-4-3

府　中
10月
府中市立文化センター
府中町70

大　阪
9月2日（月）～9月7日（土）
大阪府立現代美術センター
中央区大手前3丁目1-43
大阪府庁別館北

大　阪
9月1日（日）～9月8日（日）
楓ギャラリー
中央区上本町西1-4-20

こんにちわ、無名劇団です。
無名劇団という劇団名は、

ブランドや過去、流行などにとらわれない、
独自のものを創り出していこうという意志を表わしています。
そしてまた、名も無き花を愛で、名も無き人を惜しみ、
名も無き歌をささやくような、素朴でありふれた、

しかし確かなリアリティとして
観た人に伝わる演劇を目指すという決意も示しています。
とにかく一度、劇場に足をお運び頂けたら幸いです。

劇団員一同、心より皆様のお越しを
お待ち申し上げております。

劇団ホームページアドレス
http://www5.ocn.ne.jp/～otemon/

小学校教諭宮本先生の新刊紹介
書評：現代の混迷した日本経済を復活させるには、
多数の起業家が必要。戦後の日本経済成長の元
祖・松下幸之助氏から起業家精神を学ぶ必読の書。

母校や山桜会の最新情報をお送りする更新情報を配信いた
します。申し込み頂きましたら、旬の話題もすぐに入手す
ることができます。購読希望される方は、以下のメールア
ドレスに卒業期、住所、氏名、電話番号、配信を希望する
メールアドレスを明記の上、お申し込み下さい。
webmaster@yamazakurakai.com 

ホームページ更新情報 

ホームページ内の会員専用掲示板

で入れます。


